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V研 究発表

1.研 究の経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大　橋　和　子

(1)研 究の動機

　　1)　 幼児の発達の特性から

　　　　 幼児期の運動発達は,エ ネルギー系(筋 力 ・舜発力 ・持久力など)の 発達よりは,神 経

　　　 系の発達の著しい時期であるといわれる。

　　　　 神経系の発達,と くに調整力(敏 捷性 ・平衡性 ・協応性 ・柔軟性)の 発達は,3歳 児か

　　　　ら小学校高学年にかけてよく発達するといわれ,こ の時期に十分その発達を促がすことが

　　　 できれば成人してからも,そ の能力を維持 ・活用することができる。

　　　　　したがって調整力を高める運動遊びの指導法を研究す る必要があるだろう。

　　2)　 環境の影響から

　　　　 近年の都市化現象 ・産業中心の道路政策やモータリゼーション等の影響をうけて,子 ど

　　　 もたちの周辺から急速に遊び場が奪われ,子 どもたちの発達に必要な運動要求を満たす場

　　　 が失われた。

　　　　 また,核 家族化や家族計画,地 域共同体のは体などの影響により,近 隣の遊び友だちが

　　　 少な くなり,遊 び集団の人間関係構造も変質した。

　　 このような」由から,幼 児教育機関において,幼 児の成長 ・発達に不可欠な調整力を高める

　　 運動遊びの機会をつくり,友 だち集団を構成して,幼 児の健全な心身の発達をはかる必要が

　　　あると考える。

(2)研 究の目的

　　1)　 調整力を高める運動遊びを通しての人間形成

　　　 ① さまざまな運動遊びを経験させて,全 身を思いのままにコントロールできるようにす

　　　　 る。

　　　 ② 友だちとともに思いきり遊ぶことができるようにするとともに,自 己表現を活発にす

　　　　 るQ

　　　　 ことによって,健 康な身体をつくり,情 緒の安定をはかり,社 会性の発達をはかるとと

　　　 もに,思 考し,創 造することのできる豊かな人間性を育てる教育を志向する。

　 2)　 幼年期の一貫教育をめざす運動遊びの年間指導計画の作成

　　　 ①3・4・5歳 の発達にふさわしい運動に,子 どもが興味をもって遊びこむうちに,自

　　　　 然に調整力を高めることができるような運動遊びを工夫する。

　　　 ②　遊び方や必要な技能を身につけて,子 ども自身が努力のめあてをもち,遊 びを創造し
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　　　　ていけるような,系 統性 ・順序性をふまえた指導内容や指導方法を考える。

　　　　 ことによって,教 師の指導のめやすとなる 「調整力を高める運動遊びの年間指導計画」

　　　 を作成する。

(3)研 究の方法

　 。　 第1年 次

　　 1)　 従来の教育課程の中から,運 動遊びに関係のある活動を抽出して,ね らいの要素を分

　　　　析し,検 討する。

　　 2)　 遊びと運動能力との関係を調査する。

　　　　① 家庭における遊びの実態調査(全 園児の家庭へのアンケー トによる)

　　　　　a　 居住地域 ・遊び場 ・遊び仲間 ・遊び時間 ・好みの傾向

　　　　　b　 母親の遊びに対する」は度

　　　　② 運動能力調査(全 園児)

　　　　　a　 握力　　　b　 立巾跳　　　c　 開眼片足立ち　　　d　 サイ ドステップ

　　　　　e　 とび越しくぐり

　　　　　 ・　 家の外での遊び時間は,運 動能力にプラス(と くに女児)で あり,運 動能力の発

　　　　　　達する時期の運動的な遊びは,運 動能力の発達に良い傾向をもたらす。

　　　　　 ・　遊び仲間の人数は,運 動能力にあまり影響を及ぼさないが,兄 姉の影響はある程

　　　　　　度運動能力に関与していると考えられる。とくに女児に影響力があるようだ。

　　　　　 ・　 母親の遊びに対する」は度は,男 児の場合さほど運動能力の発達に影響を与えて

　　　　　　いないようだ。

　　 3)　 幼年期の幼児・児童の調整力発達の検査(園 児と小学生を追跡)

　　　　　 a　 平衡性一開眼片足立ち,足 踏み,バ ランスメーター

　　　　　 b　 敏捷性一反復横とびの全身反応時間

　　　　　c　 巧緻性一とびこしくぐり,ボ ールけり

　　　　　 d　 律動調整カーケンパー3課 題(KKP,　 KP,　 KKKP)

　　　　　e　 筋　カー立幅 とび,握 力

　　　　 ・　 静的平衡性(開 眼片足立ち)お よび,律 的平衡性(ケ ンパー)は 女児の発達がはや

　　　　　 く,動 的平衡性(バ ランスメーター)巧 緻性測定種目のとびこしくぐりでは,男 児の

　　　　　方が優れている傾向が見られた。

　　　　 ・　 各要因の測定種目内では,ほ とんど相関が認められなかった。また,各 要因の相互

　　　　　関係では平衡性と巧緻性に関連があり,バ ランスメーターにはかなり巧緻性の要因が

　　　　　含まれていると思われる。
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　　 ・　 追跡的資料から,個 人差の大きいことと共に,発 達にも個人的特性がうかがえる。

　　 ・　 崩れた平衡を元に戻す能力は,平 衡を崩さない能力ほどには,発 達が見られない。

4)　 幼児の協応能力の発達に及ぼす学習効果の実験(5歳 児)

　　① 協応能力調査(実 験群 ・統制群)

　　　a　 目と脚の協応能力(ボ ールけり)

　　　b　 目と腕の協応能力(ボ ールの狙い投げ)

　　　c　 目と全身の協応能力(と びこしくぐり)

　　② 運動学習(実 験群)

　　　a　 サッカーごっこ,ボ ールけり競争,サ ークルボールけり

　　　b　 中 ・小フープのボール投げ入れ,バ スケットのボール投げ入れ競争,ド リブル競争

　　・　 目と脚,目 と腕の協応能力を高めると思われる運動学習を行なった場合,そ の部位の

　　　協応能力の発達は著しく,テ スト成績は有意差の認められる向上を示した。

　　・　 運動学習への参加の積極性や興味の度合が協応能力の発達に関与すると思われる。

　　　男女の興味を把握して,両 者が好んで行なう運動学習によって能力を伸ばすことを考え

　　　る必要がある。

　　・　 目と脚,目 と腕の協応能力は短期間の集中的学習の方が効果的であるが,夏 休み後に

　　　能力は低下した。しかし,通 常保育にもどって運動学習を再開するとすぐ回復した。

5)　 抽出幼児の追跡研究

　　　日常の遊びの観察,調 整力の調査

　 以上,第1年 次,基 礎的研究資料はB5版141頁 にまとめて報告 した。

第2年 次

　　第1年 次の研究基礎資料に基いて実際指導の研究を重ねながら,年 間指導計画試案の作成に

　着手 した。

　 1)　 運動遊びのねらいの要素と幼稚園教育要領6領 域との関連の検討

　　　　運動遊びのねらいの要素と幼稚園教育要領の6領 域との関連の検討により,運 動遊びは

　　　領域 「健康」のみではなく,各 領域の内容と深 くかかわり,全 人的教育をめざすことを確

　　　認した。　 (表1)
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〔表 　1〕

運
動
遊
び
の

㌍
り

い

の

要

素

エネルギーの要素

調整力 の要素

表
現
の
要
素

能

度
の
要
素

個 人 的 態 度

社会 的態 度

筋　 力

瞬 発 力

持 久 力

敏 捷 性

平 衡 性

協 応 性

柔 軟 性

リズム感

表 現 性

創 造 性

注 意 力

耐 忍 性

」 は 力

用具の正しい使い方

規 範 性

協 力 性

協 調 性

指 導 性

競 争 性
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教
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間

接
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)

健 康 　　1　-(1×7×8×9×10

　 　 2　-(1}(2×3×4×5)

　 　 　 　 (6×7×8×9〕

　 　 3-(1×2×3×4×5)

社 会 　 1-(1×2×3×4×5)

　 　 　 　 (6×7)

　 　 2　-(4×5×6×7×9)

　 　 　 　 (10}(11×12)(13)

音 楽 リズ ム

　 　 2-(1×2×3×4×5)

　 　 　 　 (6×7)

言 語 　 1-(1}(2)

　 　 3-(1×4×5)

自然 　 1-(3〕

　 　 2-(5)

　 　 3-{3)

　 　 4-{1×2×3×4×5》(6)

絵 画 製 作

　 　 1-(4)

　 　 2-(2×4}

　 　 3-(3×4}



2)　 基礎的運動器具の検討

　　　幼稚園で使われているさまざまな運動器具は,活 用する必要があるのか,果 して有効に

　　活用されているのだろうか,ま た,子 どもたちが運動器具を利用して遊んでいるときに教

　　師はどのような指導助言をすればよいのだろうか,こ れらのことを知るために,運 動器具

　　の教育的価値を検討する必要がある。

　　　そこで一般にどの園でも使われている,ボ ール ・つな ・とび箱 ・マット・平均台につい

　　て,① 運動の要素,② 運動のパターン,③ 運動の内容,④ 活用にあたっての留意事項の4

　　項目にわたって検討 し,　「運動器具の基本的活用」表を作成した。

3)　 施設 ・遊具の活用状況調査

　　　幼児は幼稚園の施設や遊具に刺激され,そ れを活用して遊ぶことで多面的に経験を広げ,

　　さまざまな試みをしながら経験を深めていく。そこで園内の施設 ・設備が日常どのように

　　利用されているかを継続的に観察し,そ の記録から実態を把握して教育的価値と指導の方

　　向をさぐった。

　　① 自由選択遊び中における遊びの分布

　　② 三輪車 ・二輪車の使用を制限した場合の幼児の反応

4)　 調整力を高める運動遊びの年間指導計画試案の作成

　　　実験的な指導実践を積み重ね,子 どもたちが興味をもった遊びや,指 導のねらいを効果

　　的に達成できた遊びを精選して,系 統的 ・段階的な指導内容と方法を検討し,年 齢 ・保育

　　年数 ・季節等を配慮して配列した。

5)　 追跡幼児の継続調査

　　　第1年 次に抽出した各クラス6名 ずつの幼児について,次 の項目の調査を行い,指 導方

　 法を考察した。

　　① 日常の遊び,友 だち関係等の観察

　 ② 社会性発達検査 性格診断検査

　 ③　ソシオメトリー

　 ④ 調整力検査(ボ ールけり,ボ ールの狙いげり,目 と足,目 と手を協応させての玉入れ,

　　　とびこしくぐり,ケ ンパー)

　　 第2年 次の研究のうち,主 として基礎的運動器具の活用と,指 導計画試案を資料編とし

　 て,B4版134頁 にまとめて報告した。

。　第3年 次

　 第3年 次の研究は,2年 次の研究の結果から多面的に運動がで き,しかも,望 ましい友

だち関係を育てるのに効果的な運動遊びとして,と くにボールおよびつなを使っての遊び方
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の工夫と,異 年齢が混合しての運動遊びの指導法に重点をおいて研究を進めた。

1)　 協応能力の追跡調査(目 と脚の協応)

　 a　 脚での ドリブル　　b　 狙いげり　 c　 けり返し

2)　 学習効果と協応能力の関係調査

　　　なわとび,ま りつきについて,実 験群と統制群の学習効果と,目 と腕 ・目と脚の協応能力の発

　 達を比較

3)　 2年 次作成の指導計画の実践と再検討

4)　 異年齢混合による運動遊びの指導方法の工夫

　　 異年齢混合保育については,地 域社会での異年齢混合の子ども集団の減少による問題が注目さ

　 れた昭和52年度から,毎 週土曜日は同年齢による学級をは体して,意 図的に3・4・5歳 児混合の

　　グループを構成しで活動させてきたが,そ の経験を生かして,運 動遊びを通して望ましい人間関係

　 を育てたいと考えた。そこで年長組と年中組の子どもがペアになって好きな運動遊びを選び,同 じ

　 運動遊びを選んだ子どもたちが集ってできた集団が,遊 び方やルールを作り,互 いに助け合って遊

　 べる機会を作るようにした。

　　 昭和54年10月の研究発表会において,そ の活動状況と効果の一端を実際に公開するとともに,

　　3年 間の研究の総括を書籍 「調整力を高める運動遊び一3・4・5歳 児の指導一」をひかりのく

　 に社から発行した。

まとめ 一　 と くに問題点 と関連 して 一

(1)運 動遊びと人間形成

　　　運動遊びを通して人間形成をめざす指導を実践するにあたって,研 究の途上で子どもたちとのかかわ

　　りの中から反省を迫られ,問 題点として考慮した点を挙げてみる。

　　 1)　 運動遊びに偏らず,多 様な経験をさせる。

　　　　　研究課題に運動遊びをとりあげていると,教 師の意識が運動遊びに偏りがちになるけれども,子

　　　　どもたちの多様な要求を満足させるためには,多 様な経験や活動によって,そ れぞれのやり方で十

　　　　分自分の思いを表現させてやりたい。そのためには運動遊びで心を開放するとともに,か らだやこ

　　　　とばや造形など多様な方法で十分に自己表現をさせたい。

　　 2)　 好ましい人間関係をつ くる。

　　　　　運動遊びは,う まい ・へた,・または勝った ・負けた,と いうことを子どもたち自身が気にするこ

　　　　とが多いので,そ のようなことで自信を失ったり友達関係をそこねたりすることのないように,友

　　　　達を思いやったり,助 け合ったりする気持を育てることを重視し,結 果よりは努力した過程を認め

　　　　励ますことに一層留意しながら,ひ とりひとりの子どもが十分自己を発揮し,友 達に認められ,友
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　 　 達 と協 力す る喜 びを知 る よ うに努 め た。 この事 は運動 遊 びで は効 果 的 に達 成で きる だ ろ うと考

　 　 え たか らで あ る。

　 3)ル ール の必 要性 に気 づか せ,子 ど も 自身で ル ール をつ くり出 させ る。

　 　　 運動遊 びは ル ールをつ くり,そ れ を守 る ことで一 層 楽 し くな る もので あ る。 したが って,簡

　 　 単 で容易 な遊 びか らル ール に なれ させ て,子 ど も自身 が ル ールの必 要性 に気 づ き,自 らル ール

　 　 を作 り出 して,そ れ を守 って遊べ るよ うな機 会 を多 くしたい。 と くに年 長 組で は,チ ームを組

　 　 んで 遊べ るよ うな競 技を 子 ど もの能 力に 合わ せて指 導 し,チ ー ムゲ ー ムで の さま ざま な障害 に

　 　 直面 させ な が ら,そ れ らの課題 を 友 だ ちと協 力 して の り越 え る ことに喜 びを 感 じさせ るよ うに

　 　 心 が けた 。

(2)基 礎 的能 力の 指導 と 自発 学 習

　 1)運 動 遊 びに 自信 を も ち,自 ら遊 びを創 造 す る意 欲 を育 て る。

　 　　 子 ど もは 自分 で や って のけ られ た とい う ことで 自信 を もち,1つ ずつで き ることが多 くな る

　 　 こ とに励 みを感 じる。 しか し,多 くの友 達 が 自分 で こな してい ることが 自分 に はで きない と き

　 　 は 自信 を失 う。 それ が お となか ら見 れば,さ 程 重 大 な こと とは思 え ない事 柄で も,子 ど もに と

　 　 って は友 達 との 遊 びに疎外 感 を いだ いて,生 活 全体 に 自信 を 失 う こと さえ あ る。 した が って,

　 　 子 どもが友達 とと もに さま ざま な運 動 遊 びを楽 しむ こ とがで き,成 功 の喜 びを感 じる こと がで

　 　 き るような,基 礎 的 な能 力を身 につ け させ たい。 その た めに は,子 どもの発達 に必要 な態 度 や

　 　技 能 ・知識 とは どの よ うな もの なのか を研 究す る必 要 があ る。経 験 が狭 く,浅 い子 ど もたち が,

　 　 創造活 動 を行 うため の ヒン トや資料 が得 られ なか った り,そ のて だてが 見つ け られ なか った り

　 　す れ ば,創 り出す 意欲を 失 うおそれ が あ る。子 ど もが この こ と さえで きれ ば,そ れを活 用 して

　 　 自ら発 展 して い ける とい うよ うな基 礎的 内容 を さ ぐり,先 生 や友 だちの や り方 を見 習 い なが ら

　 　学 習 させ たい。

　 2)子 ども 自身が め あてを もっ て活 動で き るよ うに す る

　 　　教 師 が運動 遊 びを工 夫 す る場合,子 ど もた ちが それ ぞ れ 自分 で めあ てを みつ けて意 欲 的に,

　 　子 ど もた ち同 士で 展 開 して い けるよ うな運 動遊 び の工 夫 に努 め たい。 その た めには,技 術 や ル

　 　ー ルが難 しす ぎる もので はな く,子 ど も自身 が努力 点 を みつ け,自 分 自身で そ れを評価 で きる

　 　 ように した い。子 ど もた ちが外 的 な刺激 に ひ きず られ た り,表 面 的 な評価 に ひきず られ た りせ

　 　ずに,内 発 的 な動 機に よ って活 動で き るよ うにす るた めの 教師 の方 向づ けを研 究す る必 要が あ

　 　る 。

以上のことを研究上の問題点としてふまえながら3年 間研究を続けてきた。
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2.調 整力を高める運動遊びの指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　き　み

ほ)当 園の運動遊びの施設 ・設備

　　　当園にはふたつの園庭があり,Aは 主として4・5歳 児が使用し,　Bは3歳 児が使用してい

　　る。それぞれ発達段階を考慮して,幼 児がすすんで運動したくなるような環境づ くりを心がけ

　　ている。

　　　例えば,年 長 ・年中組が主として使用する園庭Aで は,フ ットベースボールやハンドボール

　　遊びなどのゲームが展開できるように,平 地空間を広くとっている。そして,遊 具は互いに関

　　連を保ちつつ,遊 びの流れがスムーズに移行で きるように留意している。とくに土堤の斜面を

　　利用してのロッククライミングや,土 堤の上に高さ2.5肌 の展望台と長い滑走面の滑り台を設

　　置したり,土 堤を利用して下の池に小川を流すなど園地の自然利用を考慮している。

　　　また,表 面が平らで弾力性のあるプレイコー トは,ま りつき,な わとび,と び箱,平 均台あ

　　そびなどによく活用されている。それは,ボ ールがよくはずんで遊びやすかったり,着 地した

　　時にからだに与える衝撃が少ないのでマットを敷かないでもとび箱あそびができるなどの点で

　　よく活用されている。

　　　 3歳児の園庭Bで は,花 壇 ・噴水・ままごとの家 ・砂場などがあり,高 さ1.6?πの小山とそ

　　の下にあるトンネル,更 に1人 乗り,2人 乗り,数 人乗り用のぶらんこなど遊びやす く楽しい

　　雰囲気づ くりに重点を置いている。

(2)自 由選択活動における遊びや施設利用の実態調査

　　　まず,こ れらの環境の中で,幼 児は施設 ・設備をどのように活用 しているのであろうか。そ

　　こには年齢的な傾向,季 節的な影響,指 導による変化,男 ・女差などはあるのだろうか。物的

　　環境 ・人的環境の両面から探って幼児の遊びの姿の実態をとらえることにした。

　　 1)目 的

　　　　幼児が園庭で自由に遊びを選択している時の園庭の施設 ・設備の活用状況を把握し,幼 児

　　　の遊びの傾向や年齢別の遊びの内容を調査する。

　　 2)調 査方法

　　　 ・対象　学級のほとんどの幼児が園庭で遊んだ日の全園児157名

　　　 ・項目　戸外での自由遊び時における遊びの種類と人数

　　　 ・調査実施月　 53年　 5月　 7月　 11月

　　　　　　　　　　 54年　 2月　 7月

　　　 ・調査時間　 1日30分 間(自 由選択活動の時間内)10分 毎に記録する

　　　 ・調査回数　学級記録延75回

　　 3)結 果
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　　 なわ
　　 フーフ

ボール遊 び

　 たい こ橋

3歳 児

こっこ

　 その他

　　 　　 　 　　 　二 ・三輪 車

　　 　　 　 　　 　 レースカー　　 ボール

(チームプ レー)

5歳 児

ごっこ

　 その他

レ　 ング
ウオール

鉄棒 遊び

　　　　 遊び　

ボ　ル

　　　　山登り

4歳 児

ごっこ

その他

図1　 自由遊びに見 られる遊具 ・用具の活用状況
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　 　これ は,各 年 齢毎 に利用 人 数 の多 い ものを順 に10位 まで を あ げた もので あ る。3歳 児 と

4・5歳 児で は遊 び の場(園 庭)が 異 な るので,必 らず しも同 一の条 件で はな いが,年

齢 によ って好 まれ る遊 びの傾 向 は,ほ ぼつ か め るよ うに思 われ る。

　 即 ち,3歳 児 はぶ らん こが圧倒 的 に多 く,4歳 児 は二 輪車 ・三輪車 な どの乗 物,5歳

児 は ボールを 使 って の チー ム遊 びが それ ぞれ1位 に な って いる。二輪 車 ・三輪 車 は4・

5歳 児用 の 園庭 に ある ので,3歳 児で は遊 びの 調査 には あ らわれな い が,幼 児に と って

乗物 は非 常 に興 味 のあ る遊具 の1つ で ある。

　 　また,ど の年 齢に もよ く使 わ れてい る施設 に,砂 場 と二輪 車 ・三輪 車 が あ る。 これ ら

は各年 齢 と も上位 に は い り,子 ど もた ちに よ く活用 され てい る。砂場 は子 ども たち の想

像 性 を満 足 させ,ど の年 齢の 幼 児に も抵抗 感 の少 ない 楽 しい遊 び場 とな って い る。

・環 境 を変 えた時 にみ られ た遊 具活 用の しかた　 一図2一

使用制限を

しない場合

スケ ーター

ぶ らん こ

　　 　 り

　 登 り

使用制限を

した場合

　 　 　　 　 　　 　 　 フレイ

ll;撫=ド ウ・一伽 登り

図2　 4歳 児 に見 られ る遊 具(二 ・三 輪車 ・レー ス カー)の 使 用制 限 を しない場 合 と した場合 の比 較
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　　で は,こ のよ うに よ く使 われ る二 輪車 ・三輪 車 を,幼 児 の 目 にふれ な い倉 庫 に収納 して し

　ま った ら,こ の乗 物 に代 って ど のよ うな遊 び がで て くる だ ろ うか 。即 ち環境 を変 え た時 に み

　られ る遊 具活 用の しか たを,2年 目 の同 じ月(6月)に 実験 を した。

　　図2は,4歳 児 にみ られ る遊 具(二 輪 車 ・三輪車,レ ー スカー)の 使 用制 限を しない場 合

と,制 限 を した場合 の比 較で あ る。乗 物 の使用 制 限 を しなか った時 は3位 で あ った砂 場 が,

制 限 をす れ ば1位 とな り,前 年 度7位 で あ った手 押車 が2位 にな ってい る。二 輪車 ・三輪 車

が使 え な くな ると,そ れ に代 って手押 車 が上位 とな った の は,4歳 児 に と って動 くもの,乗

物 へ の興 味 が非常 に 大 きい こ とがわか る。更 に,制 限 しなか った 時 には10位 内 にあ が って こ

な か った 鉄棒 ・プ レイ ン グ ウ ォール ・バ ランスカ ー ・バ ラ ンスボ ー ド・つ り輪 ・登 り網 な ど

技 術を と もな う遊 具 に,自 分 の 力 を試 そ うと してい る姿が み られ る。　 　 　 　 .

　　この よ うにいつ も幼 児 の 自由選 択 のみ に まか せ て い ると,遊 びに偏 りがで き る場 合 が あ る

ので,そ の よ うな 時 に一 度 環境 を変 え る ことに よ って,そ れ が刺激 とな って また新 しい遊 び

と出合 う ことがで きる。4歳 児 で は乗物 が使 えな い 日,今 まで 全 く見 られ なか った 野球 ご っ

この よ うな遊 びが,年 長 組 の遊 び を まねな が ら 自発 的 に仲間 と相談 してや り始 め るな ど,よ

い経験 を させ る ごとが で きた。

・年 齢に よ る遊具 選択 の傾 向　 一図3一

　 で は年 齢 に よ って特 に好 みの傾 向が

み られ る施設 ・用 具は あ るだ ろ うか 。

図3は 施 設 ・用 具 の使 用 に見 られ る年

齢別 の 好み の傾 向を 表 わ した もの で あ

る。

　 ぶ らん こは,圧 倒 的 に3歳 児 が多 く,

4・5歳 児 に少 な い。 これ は全身で こ

ぐ快感 を 味わ い なが らひ と りで も遊 べ

る点が年 少 児 に好 まれ るので あ ろ う。

4歳 児 も1学 期 は よ く活 用 してい るが,

後 期 にな ると他 の遊 びへ と移行 してい

く。5歳 児で は,時 折思 い 出 し たよ う

に女児 が利 用す る程 度で あ る 。

　 山登 りは,3歳 児 が 多 く,登 った り

降 りた り の単 純 な運 動 を く り返 し,全

身 を動 かせ る運動 を好 む こ とが よ くわ

30%

20%

10%

　↑

葵

図贅

細3歳 児
團4歳 児
1=コ5歳児

ぶ らんこ 山登 り すべ り台 乗 り物 ボ=ル

年齢 によって特 に好みの傾 向がみ られ る施設
・用具
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か る。

　 すべ り台 で は,4歳 児 が一番 よ く活 用 して い る。 ほ とん どが 大 きい滑 り台 で遊 び,小 さい

滑 り台 は わずかで あ る。5歳 児 も大 きい滑 り台 を使 って はい るが,3・4歳 児の よ うに単 に

滑 って楽 しむ だ けで は な く,滑 り台を 基地 と して ごっ こを展 開 してい る ことが多 い。 そ れに

比べ て4歳 児 は,滑 り台 そ の もの の ス リル感 を楽 しみつ つ,い ろい ろな滑 り方 を試 してい る。

　 乗物 は,園 庭Aに あ る関係上,3歳 児 には あ が って こない が,4歳 児 が特 に多 く活 用 して

い る。

　 ボ ール遊 び は,5歳 児が多 く3歳 児に 少 ない。3歳 児 は集 団経験 と して学習 して も,自 由

遊 びで はあ ま り自発 的 に取 りあ げ よ うとは し ない ようで,4歳 児 も同様 に限 られ た子 どもが

ひ と り遊 び 的 に使 って い る程 度 であ る。 しか し5歳 児 に な る と,自 由遊 びで フ ッ トベ ー スボ

ー ル やバ レーボ ール 遊 び ・サ ッカー遊 び な どの チー ムプ レー が多 くな る
。5歳 児 で はボ ール

を扱 う技 術 的 な能力 を 活用 す る と共 に,チ ー ムを組 ん で互 いに協 力 し合 って遊 ぶ な ど社 会性

　も著 しく発 達 して い る ことがわ か る。

　 即 ち,3歳 児 はぶ らん こ ・山 登 り,4歳 児 は乗 物 ・滑 り台,5歳 児 は乗物 ・ボー ルを使 っ

て遊 ぶ ことを好 む傾 向 があ る よ うであ る。

・季節 に よ る遊 具選 択 の変 化　 一図4-

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　 30%
　よく使われる施設でも,季 節による変化は

みられる。即ち砂場での月別使用数を比較し

てみよう。

　 5月 がどの年齢も多く利用 し,7月 は5歳

児は水着のまま砂場で遊び,3・4歳 児はプ

ール遊びをするための着替えや休息に時間を

とられて砂場へ出る機会が少 くなる。11月の

3歳児は,園 生活に慣れてよ く活用している

が,そ の頃の4・5歳 児は砂場以外の遊びへ

と移り,更 に2月 になると寒さの関係であろ

うかどの年齢も非常に利用度が低くなってい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人　また
,な わとびやボールけりのような全身

を動かす運動は,秋 から冬にかけて多くなり,

季節と共に遊びの内容も変化するものがある。 図4　 季節による施設使用率の変化
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・5歳 児男 ・女の運 動 遊 び選択状 況 の 比較 　 一図5-

%

1

慧
墾

20

10

0

　 　　　 　　　　 　　 図5　 5歳 児男 ・女の運動遊び選択状況の比較

　 子 どもた ちが 自由に 自然 に 遊 んで い る姿 を 見て い る と,男 児が好 む傾 向 の遊 び と女児 が好

む傾 向 の遊 び とが あ るよ うで あ る。 そ してそ れ らの遊 びの中 に は3・4歳 児 で は性 差 はあ ら

われ な いが,5歳 児 に な ると非常 に は っきり と特 色 づ け られ て くる遊 び がみ られ る。

　 図5は,5歳 児 の遊 びの 中で特 に 男児 に多 い遊 び,女 児 に多 い遊 びを あげ て比 較 して い る。

　 男児 は,二 輪車 ・三 輪車,野 球 遊 び,フ ッ トベ ー スボ ール,鬼 遊 びな どが多 く,乗 物 や 全

身 を 用 い る激 しい移 動運 動及 び ゲ ームな ど に興 味を もつ よ うで あ る。

　 女児 は,バ レー ボ ール遊 び,な わ とび,砂 場,鉄 棒,つ り輪 な ど技巧 的 な遊 びが多 く,リ

ズム的 な運動 は男 児 よ りも女 児 の方 に好 まれ てい る。

　 同 じ球 技で も,男 児 は フ ッ トベ ー スボ ール や サ ッカ ー遊 びな ど,足 を使 って広 範 囲 に移 動

す る運動 が多 いの に比べ て,女 児 はバ レー ボー ル遊 びや ま りつ きな ど手 を使 う運 動 が多 いの
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は対照的である。

　 そして全般に男児はチームを組んで遊ぶことに興味をもち,女 児は技能面を活用する遊び

を好む傾向がある。女児は自分の好きな運動はよくするが,き らいなものにはあまり参加し

ないようで,サ ッカー遊びやフットベースボールも自然に放っておくと,女 児は敬遠し遊び

の仲間に入りにくく,男 児のみで遊ぶことが多い。そこで学級活動で全員に経験させて遊び

の楽しさがわかると,研 究発表会当日に公開したようにフットベースボール,ハ ンドボール

遊びにも女児も熱心にチームプレーに参加するようになる。それにはボールの扱いやルール

など教師の指導が必要になるのではないだろうか。

・遊びに見られるグループ遊びとひとり遊びの比較　一図6一

　　　　　　　　　　　　　　　男　　　　　　　　　　　女　　　　　　
選択率一 一 一　 　　　　 　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20

%

砂 場

ボ ノレ

ま ま ご と

花　つ　み

手 押　車

大すべ り台

レ ー ス カ ー

二 ・三輪車

散 歩

ぶ ら ん こ

山 登　り

う ん て い

ジヤ ングル ジム

ク ライム ジム

つ　り　輪

鉄 棒

匿勿 グ・レ プ遊び

■■ ひとり遊び

図6　 遊び に見 られ るグル ープ遊び とひとり遊びの比較
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　 　　 子 どもた ちが 自由に遊 んで い る時 の仲 間関係 は ど うで あ ろ うか。 グル ー プ遊 びの多 くみ ら

　 　 れ る遊 び には どの よ うな遊 びが あるの か,5歳 児5月 の記 録か ら拾 ってみ よ う。

　 　　 グル ープで遊 んで い るのは,男 児 は砂場,手 押 車,ボ ール,レ ー スカ ーな どが あ り,女 児

　 　 で は ボ ール,砂 場,ま ま ご と,花 つ み,大 すべ り台 な どで友 だ ちと交渉 を も ちつつ遊 んで い

　 　 る。反対 に ひと り遊 びの多 い もの に,男 児 は二輪 車 ・三輪 車,レ ー スカー,鉄 棒,ジ ャ ング

　 　 ル ジム,ぶ らん こな どがあ り,女 児 の ひ と り遊 びで は,ぶ らん こ,二 輪 車 ・三輪車,鉄 棒,

　 　 大す べ り台,つ り輪 な どが個 人遊 びと な ってい る。 この よ うに遊 具 に よ って友 だち とい っ し

　 　 ょに遊 ぶ ほ うが楽 しい もの と,ひ と りで 楽 しむ もの とがあ り,子 どもの 要求 に即 した遊 具 が

　 　 そ れぞれ 選択 され てい る。

(2)調 整 力の発 達調 査

　 1)3・4・5歳 児 にお ける 目 と足 の協 応性 の発達 に関 す る実態調 査

　 　 ① 　 目的

　 　　 　 指 導 に当 っ て,そ の 系 統 的 指 導 と,い っどの よ うな指 導 をす れ ばよ いのか適 切 な時 期

　 　　 と,発 達 をふ まえた段 階的 指導 の 順序 性 な どにつ い ての 目やす を つか む ために多 面 的 に運

　 　　 動 の 要素を も ってい る ボール を選 び,調 整力 の う ち と くに 目 と足 の協 応性 の発達 を まず調

　 　　 査 した 。

　 　② 調 査方 法

■

●

対

期

項

象　　全園児(3・4・5歳 児)　 157名

間　　昭和54年5月 ～7月

目　　 ボールによる目と足の協応性検査

　　①　ねらいけり

　　②　けりかえし

　　③ 足での ドリブル

種 目

項 目

ね ら い け り

け り か え し

足 で の ドリブル

方 法

37π前 方 の ア ーチの 中 にボ ールを け り入れ

る。

斜面 を転 が りお りて くるボ ールを ま っす ぐ

け り返 す 。

円周 に沿 って(直 径 内 円3祝,外 円5脇)

ボ ール を足 で ドリブル しなが らまわ る。

評 価

5回 試み成功した回数

動い ているボールを ける タイミング

とボールの方向を5段 階で評 価

所要時間(秒)

注)　 使 用 ボール は直径25㎝ ゴム製 の もの
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　 3)結 果

　 　 　 目と足の協応検査の結果

表2　 ねらいけり(ト ンネルとおし)の 発達

　 　 年

月 別 齢

5

月

7

月

男

女

平均

男

女

平均

3 歳

6組

1.71

2.4

2.05

2.57

1.6

2。09

5組

1.4

0.9

1.15

2.25

2.0

2.13

平 均

1.6

2.11

4 歳

4組

2.0

2.3

2.15

2.75

2,25

2.5

3組

2与

2.0

2,25

3.12

2.5

2.8

平 均

2,2

2.65

5 歳

2組

2.7

2.8

2.75

2.9

3.3

3.1

1組

2.4

2.5

2.45

3.06

3.18

3.12

平 均

2.63

3.11

注)成 功した回数

表3　 けりかえしの発達

　 　年　 　 齢

月　 i

5

月

7

月

男

女

平均

男

女

平均

3 歳

6組

2.23

1.9

2.06

3.02

2.4

2。71

5組

2.45

2.8

2.62'

2.97

2.8

2.89

平 均

2.34

2,8

4 歳

4組

2.9

2.7

2.8

2.98

2.9

2.94

3組

3.3

2.7

3.0

3.5

3.24

3.37

平 均

2。9

3.15

5 歳

2組

4.0

3。2

3.6

3.7

3.6

3.6

1組

429

3.88

4.08

3.54

3.58

3。56

平 均

384

3.58

注)5段 階評価

表4　 足での ドリブルの発達

　　 年齢
月　別

5

月

7

月

男

女

平均

男

女

平均

3 歳

6組

40.98

52.59

46.79

30.7

67.28

48.99

5組

95.6

69。5

82.5

42.3

24.4

33.35

平 均

64.64

41.17

4 歳

4組

288

249

26.9

27.6

20.8

24.2

3組

18.34

20.25

19.23

23.8

18。86

21.5

平 均

23.σ7

22.85

5 歳

2組

19B

20.5

2α1

15.8

192

17.5

1組

145

15.5

15.0

13.28

13.56

13.42

平 均

17。55

15。46

注)一 定距離に要した時間(秒)
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▲ ね らい け り　 一表2一

　 これ は静止 してい る ボール を37π 前 方 の 目標地 点まで ま っす ぐけ ることは どの 程度 で きる

か につ い て5回 試 みて成 功 し た回数 を と った 。

　結 果 は,静 止 してい る ボール を ける こ とは,3歳 児 で も比較 的 や り易か った ようで,各 年

齢 共 に上 昇 してい る。 特 に3歳6組 男 児,5月 は成 功 回数 が1.71回 で7.月 は2.57回 に,

5組 男 児,1.4回 ～2.25回 に,4歳4組 男 児,・2.0回 ～2.75回 に,5歳1組 男 児,2.4

回 ～3.06回 と どの学級 も特 に 男児 に よい結 果 がで て い る。 男 児に ける遊 びが多 い の も何 か

関係 が あ るのだ ろうか。

　 この 結 果か ら,ま ず3歳 児で も静 止 してい る的 を ね ら って け る とい う遊 びがで き ると考 え,

興 味を も ってけ る ことが で き るよ うに,ボ ールを け ってか ん倒 しを した り,自 由に い ろい ろ

な方法 で け る運動 を と りあ げた。

▲ け りか え し　 一表3一

　 斜 面を転 が りお りて くるボ ール を ま っす ぐけ り返え させ,ボ ール を け る タイ ミ ングとけ り

返 した ボー ルの 方 向(角 度)で5段 階 評価 をす る。

　 結 果は,4歳 児 学級 の2年 保育4組 と3年 保 育3組 を比較 す る と,全 般 に3組 の 方が よい

結 果 がで て い る。 これ は4組 は4月 入 園 して間 もな くの調 査 で あ ったの に対 して,3組 は幼

稚 園生 活2年 目で3歳 児学 級 の頃 か らボ ール に親 しんで いた 。7月 の .3組 男 児35,女 児

324は,5歳 児1組 とほぼ 同 じ程度 の成 功率 を示 してい る。 この ような結 果 があ らわれ た

原因 は,3組 は3歳 児 学級 の時 にボ ールを ける遊 びを多 く経 験 した た めで あ ろう と思 われ る。

この よ うに経験 に よる学習 効果 が高 い こ とが よ くわか る。

▲足で の ドリブル　 ー表4一

　 円周 に沿 って(直 径 内 円3肌,外 円57π)を,は み 出 さない よ うに足で ドリブル しなが ら

ま わ る。 評価 は所 要時間(秒)を 計 る。

　 結果 は,年 齢別 に比 較す る と,3歳 児5月 平均6464秒 に対 して,4歳 児平 均23.07

秒,5歳 児平 均17.53秒 と,先 の2種 の検 査 と比 べて,年 齢 が高 くな る程成功 率が 高 く,

特 に3歳 児 は手 を 使 わな いで足 だ けで 円周 上を け りなが ら進 む と い うこと はむ ずか しい よ う

で あ る。

　 3歳 児 は片足 で 立 ちな が らも う一方 の片 足で ボー ルを操 作す るこ とが むず か し く,ラ イ ン

か らはずれ る とす ぐ手 を 出 して ボールを 追 い かけ よ う とす る 。4歳 児 は やや 片足 で コン トロ

ール しよう とす る気持 は働 くが ,実 際 に はボ ール を止 めた り動 か した りす るテ ク ニ ックがわ

か らな いよ うで あ る。5歳 児 に な る とけ る時 の足 の 向 き,力 の 調節,ボ ールの止め方,ラ イ

ンか らは ずれ そ うに な るとす ばや くか らだ を移動 して 止め るな ど,突 差 の機 敏 な処 置の しか
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　たや,た えずボールを見つめながら注意 し,け んめいに目的地点まで運ぽうとする意欲や集

中力が表われていた。

　　こうした運動は技巧を要する上に,注 意や集中力を必要とするので年齢差が大きく影響す

　ることがわかる。5歳 児はこの調査を経験すると,足 での ドリブルに興味をもって自由に ド

　リブルごっこを しながら,自 然にサッカー遊びへと意欲的に発展させることがで きた。

2)調 整力の学習効果の実験

①　目　的

　　 運動遊びは元気に戸外で遊んでさえいれば自然に力がつくのではないか,即 ち運動遊び

　 は特別に指導をする必要がないのではないかという意見もあるが,も し指導 しなければ,

　 指導したグループとどの程度の差があらわれるのかを実験 してみた。そしてその経験が他

　 の種の調整力の発達にどのように影響するかの2点 について調査をした。

②　調査方法

o

●

対　 象　　 5歳 児(3年 保育年 長31名,2年 保育年 長32名 　 計63名)

期　 間　　 昭和54年5月 ～10月

項 目 　 ま りつ き,な わ とび,け んけん ぱ(KKP),的 あ て,と び越 し く ぐり。

種目
群

ま りつ き

なわとび

実　 験　　群

1組(3年 保育年長)

2組(2年 保育年長)

統　　制　 群

2組(2年 保育年長)

1組(3年 保育年長)

　　学習する組を実験群とし,学 級としてはとくに指導せずに自然な状態にしてお く組を統

　制群とする。1組 はまりつきを学習し,2組 はなわとびを学習する。そ して両方の組のま

　 りつきとなわとびの状態及び調整力を調査して比較する。

③ 結　果　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

　　表5　 学習効果の実験結果

　　　表5-1　 まりつきの発達　　　　　　　表5-2　 なわとびの発達

性　 別

段階

実
験
群

統
制

群

5月

7月

9月

5月

7月

9月

男

1

60

13

0

62

40

19

2

40

33

27

38

53

50

3

0

53

73

0

7

31

女

1

19

0

0

13

6

0

2

81

6

6

87

38

13

3

0

94

94

0

56

87

性　 別

実

験
群

統
制

群

5月

7月

9月

5月

7月

9月

男

1

88

33

25

87

47

40

2

12

33

63

13

53

47

3

0

33

12

0

0

13

女

1

40

19

6

38

13

13

2

60

25

25

62

27

43

3

0

56

69

0

60

44

注)3段 階評価の百分比
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表6　 年長組調整力検査の結果

組

種目

1

組

2

組

　 月別

男

女

平均

男

女

平均

評価単位

とび越 し くぐり

5月

8.31

9.23

8.77

8.86

9.70

926

7月

8.80

8.59

8.69

9.04

9.38

9.22

全身反応時間(秒)

K・K・P

5月

447

4.80

4.63

4.50

4.73

4.61

7月

3.87

5.00

443

4.75

4.88

4.81

5　 段　階

的　あ　て

5月

1.40

1.19

1.29

1.25

1.60

1.42

7月

1.87

1.73

1.80

1.33

1.63

1.48

5匝μ)うち成功した回数

　 図10-1は 男児の ま りつ き学習効 果 の経 緯 で ある。

　 実験 群 は う月 は評価1の 段 階が60%で あ ったの が,9月 は0%と な って い るの に対 して,

統 制 群は5月62%～9月19%に なっ てい る。 自然に 遊 んで い ると9月 現在19%程 度の子 ど

もが まだ リズ ミカ ルにつ くこ とがで きな いと い う ことにな る。

　 同様 に 女児 につ い てみ る と,図10-2女 児 は男児 に比 べ て非常 に リズ ミカルに つ く子 ど

もが多 い 。そ の 中で実 験群 と統 制 群 につい て比較 す る と,実 験群5月 に は評価1の 子 ども

が19%い たの が7月 には0%と な り,9月 に は2の 段 階が6%,3の 段 階 が94%と,全 員

がつ け るよ うに な って い る。統 制群 の 女児 は5月 で は1の 段 階が13%で 実験群 よ りも少 な

か ったに もか か わ らず9月 で は3の 段 階が 実験群 よ りも少 ない結 果 とな り,学 習 の効果 が

実 験群 に あ らわれ て い る。

　 図11は なわ とび学習 効果 の経 緯で あ る。

　 男児,実 験群 は5月 評価 で1の 段 階 が88%で あ った の が,9月 には25%に 減 り,統 制 群

は5月87%で あ ったのが9月40%に な って い る。

　 女児 も実験 群 は5月 評価1の 段 階が40%で あ った の が9月6%に 減 り,統 制群 は5月38

%で あ ったの が9月13%に な ってい る。

　 この よ うにま りつ き,な わとび共 に学 習を した実 験群 の成績 が よ い とい うこ とは,学 習

に よる効 果が 大 きい とい え るよ うで あ る。

　 で は,こ れ らの学習 効果 は,調 整 力 に どの よ うにあ らわれ て くるので あ ろうか,両 群の

結 果 を比較 してみ よ う。
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　　　まりつきを学習した実験群1組 は,統 制群より目と手の協応性(ボ ールの的あて)に著しい

　　 進歩を示し,な わとびを学習 した実験群2組 は,目 と足の協応性とリズム感(KKP)に 大き

　　 な進歩を示 している。

　　　 意図的になわとびを学習しなかったなわとび統制群の女児や,ま りつきを学習しなかったま

　　 りつき統制群女児が,実 験群と同程度の数値を示している。これは日常の観察から,実 験群

　　 に刺激されて女児が自発的に学習したものと思われる。特になわとび,ま りつきは女児に好

　　 まれる遊びであったせいもあったのであろうか。

　　　 これらの調査結果からもいえることは,あ る種の運動のみをしているとその種目は上達す

　　 るが,全 体的な円満な発達は望めない。即ち発達途上の子ども達に偏りのない幅広い調整力

　　を身につけさせる必要のあることがわかる。

(3)調 整力を高める運動遊びの検討

　　 これらの調査をもとにして,調 整力を高める運動遊びにはどのような遊びがあり,そ の活動

　によってどのようなねらいが達成されるか,指 導に当っては発達段階をふまえた系統的指導を

　どのように考えればよいか,そ の指導方法と内容についての検討を した。

　 1)教 育内容の検討

　　① 従来の教育課程の検討

　　　　幼児の日々の活動の中で,調 整力を高める運動遊びとはどのような遊びであるのか,そ

　　　の遊びの内容を探るためにまず従来の教育課程の中から運動遊びを抽出し,そ の運動遊び

　　　のねらいの要素を分析 ・検討した。

　　　　ねらいの要素としては,a運 動の要素,　b表 現の要素,　c態 度の要素にわけた。　aを 更

　　　にエネルギーの要素(筋 力 ・瞬発力 ・持久力)と 調整力の要素(敏捷性 ・平衡性 ・協応性・

　　　柔軟性)に わけている。bは(リ ズム感 ・表現性 ・創造性),cは 個人的態度(注 意力 ・

　　　耐忍性 ・」は力 ・用具の正しい使い方)と 社会的態度(規範性 ・協力性・協調性 ・指導性 ・

　　　競争性)に わけた。

　　　　そして,各 年齢毎に年間の運動遊びを拾い出し,そ れぞれの活動のねらいを上記のねら

　　　いの要素で検討し,そ のねらいの程度を,5一 非常に多い,4一 やや多い,3一 普通,2

　　　一やや少ない,1一 非常に少ない　の5段 階にわけて1年 間の活動を再検討した。

　　　　例えば,6月 のマット遊びを各年齢で比較してみると,年 中組の川とび・かえるとびで

　　　は,筋 力 ・協応性 ・注意力 ・」は力 ・用具の正しい使い方を4と しているので,遠 くまた

　　　は高 くとんだりすることを求めるよりは,身 のこなしやマット運動のしかたに慣れたり,

　　　マットの取り扱いに慣れることをねらっていることがわかる。年長組では両足とびで瞬発

　　　力が4と なっているのは,か なり遠 くとんだり高 くとんだりできるようにねらっている。
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　　各年齢の傾向をまとめてみると,年 少組では表現の要素と個人的態度にねらいの主力が

　おかれ,運 動の要素では3ま たは2の 程度であった。年中組では運動の要素のうち平衡性

　と協応性に4が 多 く,年 少組と同様に表現の要素と個人的態度にもウエイ トがおかれてい

　た。年長組になると運動の要素の調整力全般に4～5が 多 く,エ ネルギーの要素もかなり

　多 くなっている。そして態度の要素では個人的態度よ りも社会的態度にウエイ トがおかれ

　ていることが明らかになり,年 長組の特質があらわれている。このようにして,各 年齢毎

　に運動遊びのねらいの要素を分析することによって,1つ の運動遊びがどのようなねらい

　を達成するのに役立っているかがわかり,ま た,年 齢に応じた内容を選択する必要のある

　 ことを再確認した。

② 基礎的運動器具の活用方法の検討

　　運動器具を使っての遊びがどのような運動のパターンを含み,ね らいの要素とどのよう

　に関連するかをさぐり,教 師が指導する際のめやすをつかみたいと思った。表7に その一

　部を抜すいしたが,こ の表によって平均台 ・なわ ・ボールを比較すると,平 均台は調整力

表7　 基礎的運動器具の検討

運 動 のパ タ ー ン

平均台 一

またが る

　　　　　　　　画
　　 　　 　　 平均台にまたが った り,ま た

　　 　　 　　 が って進んだ りす る

　　 　　 　　 よつばいにな って前進 したり,

　　 　　 　　 後退 した りす る

　　 　　 　　 上向きに は って前進 したり,

　　 　　 　　 後退 したりす る

　　 　　 　　 台上に両足または片足で立つ

/　　 　　 　　 台上でポーズをとる

　　 　　 　　 歩 いて渡 る

　　 　　 　　 走 ったり,両 足とびをして渡 る

　　 　　 　　 平行 におかれた平均 台を開脚

　　 　　 　　 で歩いたり,と んだりして渡 る

　　 　　 　　 ギ ャロップ,ホ ップ,片 足 と

　　 　　 　　 びな どで渡る

　　 　　 　　 間隔をあけて平行 におかれ た

　　 　　 　　 平均台を とび越えた り,く ぐ

　　 　　 　　 ったりす る

　　 　　 　　。準備や片づ けをす る

ね らいの要素の分 析

は　 う

立　つ

歩 く

渡　る　走る

とぶ

鰻}群

1雛]総

.鍵]一

/罷い 織
い使い方

・規範性

協力性

・協調性

指導性

・競争性

社会的態度

　　の要素
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つ な

運動のパ ターン

　　　 ふ　 る

ひ　 く

まわす

と　 ぶ

魎 ね らいの要素 の分析

(短なわ)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

片手 または両手でふ りまわす

2人 で引き合 う

2人 で縦 波や横波をつ くる

2人 で引き合いバ ランス くず しをする

足 くびでまわ したり,そ の綱 をとび越 え

た りする

ひ とりまたは2人 組でなわ とび をす る

Xと びや2重 とびなどの工夫を してとぶ

(長なわ)

水平には られ た綱をとび越 える

縦波や横波(山 やへび)を とび越 える

平行 には られた2本 の綱を とび越え る

小波を とび越 えたり連続 とびを したりす る

大波を くぐり抜 ける

大波 とびをす る

大波 を とび方 に変 化をつ けて とぶ

・長なわを輪に して手 で繰 って遊 ぶ

(綱)

集団で綱引きをす る

・準備 や片づけをす る

翻}工 鑛

1難]㌦
・欝}一 素

・麹 …灘

灘騰

運 動 の パ ター ン

ドー ル ー

一簾

一簾
　　　　　 け　 る

　　　　　 けって転が す

　　　　　 け り上げるけ　 る

　　　　　 あてる

　　　　　鋳1

つ く一[1談

…モ1難

　　 遊 びの例

　自由方 向へ転 がす,

投 げる,け るな どを

　して追いか ける

固定 また は移動す る

標的 に向か って転 が

す,投 げ る,け る

ま りつきをす る,

紅 白玉入れ,的 あて

競技な どをす る

大 玉転が し,ボ ール

送 りな どを する

　サ ッカー遊び,バ レ
ーボール遊びな どを

する

　ドッヂボール遊 びな

どをする

　フッ トベースボール

野 球な どをする

・準備 や片づ けをする

ね らいの要素の分析

　筋　カー

瞬発力

・持久カー

敏捷性一

・平衡性

協応性

柔軟性一

　リズム感

・表現性

創造性

注意 力

・耐忍性

用具の正し

い使い方

規範性

協力性

協調性

指導性

競争性

}工騰

悔
⊥ 表現の要素

陰

騰
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の 要素,と くに 平衡 性 ・協応 性 を高 め,つ な とボ ール は比較 的幅広 く各要 素を高 め るのに

役 立つ こ とが わか る。

　 ボール遊 びの 中 の1つ で 幼児 に非 常 に入気 のあ る フ ッ トベ ース ボールを 例 と してあ げ て

みよ う。運 動 パ ター ンは,投 げ る ・ける ・け って転 がす ・け り上げ る ・手で受 け る ・足 で

とめる ・か らだで 受 け るな どの運 動 が ある。 更に ね らいの要 素を みる と,こ の運動 に よ っ

て敏 捷性 ・協 応性 ・注 意 力を 育 て る とと もに,、ル ールを 守 る規範 性'チ ー ムが互 い に協 力

して友 だ ち と調 子を 合 わせ て がん ば る協 力 ・協 調性,チ ー ム リー ダーは メンバ ーの気持 を

盛 りたて た り,適 切 な指 示 を与 える などの指 導 性,ゲ ー ムに対す る意 叡を もつ競 争性 が育

て られ る。 このよ うに フ ッ トベ ー スボ ールで は,主 と して調 整力の 要素 と社会 的態 度の 要

素が 多 く達 成 され る ことが わか る。

　 す なわ ち,フ ッ トベ ースボ ールは単 に運 動 能力 を高 め,身 体 的 な発達 を促 す だ けで は な

く,課 題 に向 って 努力 した り,や りとげ るた めに がん ば った り,友 だ ちと相談 した り,相

手 の 立場を思 い や った り,教 え 合 った り してル ールを守 る ことの 大切 さを知 り,競 技 の勝

敗 の きび しさを 味 わい,協 力 の成 果 を確 め る こと などを体 験す るので,広 く人間 形成 に役

立つ 遊 びで あ ると いえ る 。

　運 動器 具を活 用 しての遊 びの 指導 に 当 って は,子 ど もた ちが器 具を 使 って 自由 にの びの

びと楽 し く遊 べ るよ うにす るた め には,ま ず 教師 自身 が運 動器 具 の機 能 や基 本 的 な扱 い方

を認 識 す るこ とが必 要で あ る。 そ こで,比 較 的 よ く使 われ てい るボ ール ・綱 ・マ ッ ト・平

均 台 ・とび箱 な どにつ い て,そ れ ぞれ の準備 の心 得,安 全な 使 い方,運 動 の仕 方,運 動 の

工夫 な ど基本 的 な扱 い 方 につい て検討 して ま とめ た。 その 結 果,各 用具 に よ ってや や異 る

点 もあ るが,全 般 的な指 導 上の 留意 点を あ げ ると次 の ようであ る。

　 ① 正 しい扱 い方 を知 らせ る。

　 ② 親 しませ る。

　 ③ い ろ い ろな運 動 の仕 方を 経験 させ る。

　 ④ 不 安感を 感 じさせ ない よ うに段 階的 に指 導す る

　 ⑤ 興 味を も って運動 が で き る ように工 夫す る 。

　 ⑥ ル ールや 遊 び方 を子 ども同志 で 工夫 して グル ープで 楽 し く遊 びを発展 させ る。

　 目的 に よ って器 具を選 択 す る こと は もち ろん だ が,そ れ ぞれの 器具 の機能 を 十分 生か し

て 使 うよ うに したい 。例 えば ゴ ムボ ール ・ ドッヂ ボ ール ・ビー チボール ・ハ ン ドボ ール ・

サ ッカー ボー ル ・ビ ッグ ボール な ど材質 ・大 き さ ・重 さな どに よ って さま ざまな運 動の仕

方 を経験 す る ことがで きる。綱 も材 質 ・長 さに よって ず いぶん遊 び の内容 が変 って くる。

同 じなわで も長 さが40㎝ にな ると,従 来 の な わに対す るイ メー ジが異 り,た だ単 に とぶ
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　 だけで は な く,か らだを くぐらせ た り,投 げ た り,振 った り,腰 に は さんで 走 った り,と

　 り合 った り,そ の活 用の 幅 は広 くなる。

　 　 また,い くつ かの器 具 と組 み合 わせ て使 うと運動 の 要素 も か らみ合 って一 層 興 味 深 く

　 遊 べ る こ と が あ る が,そ の場 合 も,各 器具 の機 能 を知 り,そ れ ぞれの器 具 が生 か され,

　 しか も互 いに関 係 しなが ら一層 そ の効果 を あげ る よ うな組 合 わせ を工夫 す る必 要 があ る。

③ 各年 齢 の指導 の 要点

　 　調 整 力の 発達調 査,遊 び の 内容 検討,用 具 の活用 方 法 な どの研究 資料 に基 き,各 年 齢の

　 指導 の 要点を 次 の よ うにお さえ て年 間 指 導計画 作成 の めや す と した。

　 a,3歳 児

　 　 ・　 全 身を 動 か して 遊 ぶ喜 びを味 わ わせ る。

　 　　 　山を 登 った り,す べ り台 をす べ った り,友 だ ちを 追いか け た り,逃 げ た りしな が ら,

　 　　 目 と手,目 と足 を 自分 な りに協応 させ てバ ラ ンスを と りな が ら楽 し く遊ん で い るが,

　 　　 ボ ール,フ ープな どの用 具 に も親 しませ,全 身を 動か しつ つ運 動す る喜 びを もたせ る

　 　　 よ うに した 。

　 　 ・　 楽 し く遊 びな が ら リズ ミカルな 動 きを育 て る。

　 　　 　わ らべ歌 「あぶ くた った」 や 「宿か え」 な どを しな が ら合 図 と ともに追 い かけ た り

　 　　逃 げ た りす る タイ ミ ングをつ か ませ,リ ズ ミカ ルに動 くことを楽 しませ た。

　 　 ・　 楽 しい遊 具 を用 い なが ら,目 と手,目 と足 の 協応性 を育 て る。 目標 物 に 向 って,ボ

　 　　 ールを こ ろが した り,け った り,フ ー プを まわ した り,ま わ ってい る フープを つか ん

　 　　だ り,ブ ラ ン コを こい だ りしなが ら,目 と手,目 と足 の協応性 を身 につ け させ た。

b,4歳 児

　 　 ・　 い ろい ろな運 動器 具や用 具 に な じませて,基 本的 な扱 い方 を 知 らせ る。

　 　　 　三輪車,二 輪車,ス ケー ター,バ ラ ンスカ ー,竹 馬,平 均 台,ボ ール,つ な,マ ッ

　 　　 ト,と び箱な どを 使 わせな が ら,そ れ ぞれ の使 い方 を知 らせ,遊 びが多様 に発 展す る

　 　　よ うに配慮 した。

　 　 ・　 遊 びの ル ールを 守れ るよ うにす る。

　 　　 個 人 的な遊 びか ら,集 団遊 びへ と広 が ってい く中で,順 番 や交 代,遊 びの方 法,ル

　 　　ールな どを 守 るこ とを 知 らせ,耐 忍性 ・」は 力 など集 団遊 びの 中で の個 人的 態度を 育

　 　 て るよ うに留意 した。

　 　・　 自己表現 の満 足感 を もたせ る。

　 　　 平均 台 や マ ッ トの上 で,さ ま ざまな動物 の 模倣 表現 を し た り,ボ ールを思 い きり遠

　 　　くへ け った り,目 標 を きめ て投 げ入 れ た りな ど しな が ら,思 い の まま に自分 の力 を 十
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　 　 分 出 させ るよ うに した。

c,5歳 児

　 ・　 総 合的 な調 整 力を 身 につ ける 。

　 　　 オ リエ ンテ ー リングやサ ー キッ ト遊 びな どの ように,敏 捷 性 ・平衡 性 ・協応 性 ・柔

　 　 軟性 ・筋 力 ・瞬発 力 ・リズ ム感 などが連 続 して要求 され る遊 び の中で,自 分の も って

　 　 い る力を 十分 に発 揮 させ なが ら,自 己の課 題 にい どませ る ように した・

　 ・　 遊 びの 深 ま りや発 展 を うながす 。

　 　　 平 均 台で の遊 び,ボ ールを 使 っての遊 び の工夫 な ど,遊 びを よ り楽 し くす るた めの

　 　 創 意工夫 を し,互 いに 自分 の得意 な運 動を 発 表 した り,意 見交換 を し合 った りして,

　 　 遊 び方 や ル ールを 考 え させ た。

　 ・　 チー ムワー クを 育 て る。

　 　　 リー ダー遊 び,フ ッ トベ ー スボ ール,ハ ン ドボ ール遊 び な どを通 して,規 範性 ・協

　 　 力 性 ・協 調性 ・指導性 ・競 争 性 な どの 社会 的 態度 を 身 につ け させ る努力 を した 。

2)運 動遊 びの 工夫 ・改善

　　子 どもが その活 動 に興 味 を も ち,喜 んで取 り組 も う とす る意 欲を もたせ るた め に は,子 ど

もにと って魅 力の あ る活動 で な ければ な らない 。 興味の もて る活 動 には意 欲 的で夢 中 に な っ

て取 り組 む 。そ して子 どもが や る気 を出 して取 り組 め ば活 動の成 果 もあ が り,効 果的 に ね ら

いを達成 す るこ とがで き る。 こ こに子 どもに と って魅 力 のあ る活動 にす るた め のゲ ー ム化や

遊 び の様 式 の工夫 が必 要 とな る。

　　例 え ば,3歳 児 で は ボ ール を け って 楽 し く遊 べる よ うに,自 由に思 い き りけ った り,か ん

を倒 した り,ボ ール が うま く的に 当 る と動 物 の鳴 き声 がで るよ うに 工夫 した り,先 生 とい っ

　し ょに走 りなが ら先生 の持 って い るな わ の先 のボ ール を け るな ど,興 味 を もたせ るよ うに し

　た。 またか ん が倒 れた ら次 の人 の ため にか んを 元の位 置 に 立て直 す係 を きめた り,順 番 や交

代 など役 割分担 や約束 ごとを きめた りも した。

　　また年 少組 で よ く紅 白の布 ま りをバ スケ ッ トに投 げ 入れ て遊 ぶ が,投 げ終 った あ と数を か

　ぞえ るので は な く,シ ーソ ーの 原」 を と り入 れ て た くさん玉 が入 った方が下 るよ うに工 夫 し

た 。赤 ・白に わかれ て競 争 す ると,動 物の絵 の貼 ってあ るバ ス ケ ッ トが上 った り下 った りす

　るよ うに な ってい る。

　　そ の他 的 をめ が けて ボ ール を力 い っぱい投 げ る運 動 を させ るた め,怪 獣 の絵 を貼 り,そ の

怪獣 をめが け てボー ルを 投 げ,あ たる と絵 が回転 して再 び別の 怪獣 が 表れ る とい う し くみ の

　 「回転 的 あ て」 な どを 作 った。

　　同 じよ うに的 に 向 って投 げ る運 動で も,小 さい布 ま りを的 に向 って投 げつ け ると玉 が的 に
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　　 ひっついて,た くさん的に当ると絵が完成されていくというピクチャーピタッチなど,器 具

　　の改善によって子ども達が喜んで遊びに参加できるように工夫した。このように子どもが喜

　　んで遊んでいるうちに,発 達に必要な能力を身につけていくようにした。

(4)指 導計画の作成

　 1)ね らいの組織

　　① 運動遊びを通して人間形成をめざすことに重点をおく・

　　② 運動遊びのねらいの要素を,a運 動の要素,　b表 現の要素,　c態 度の要素の3点

　　　からとらえ,教 育要領との関連をおさえ,系 統的,段 階的に組織する。

　　③ 運動能力を,技 能面の向上でとらえるのではなく,子 どもの能力の活用に重点をおき,

　　　総合的にとらえる。

　 2)活 動選択の観点

　　①　運動遊びの実態調査および,実 験授業を基にして,3・4・5歳 児の各年齢に好 まれる

　　　遊びを選ぶ。

　　② 幼児自らが意欲的に遊びにとりくめるような課題を含んだ運動遊びを選ぶ。

　　③1つ の運動遊びが次第に発展するような順序性と系統性を考慮する。

　　④ 幼児が自分で試したり,工 夫,創 造したりするための資料やヒントになる遊び方や,基

　　　礎的態度や技能の指導法を考案する。

　　　活動の選択には,各 年齢に好まれる遊びでなければそのねらいを達成することは困難であ

　　ろう。それにはまず興味をもたせることが大切であるが その条件 として次のような点があ

　　げられる。

　　 。　 よく慣れていて安心 してとりかかれる(や った ことがある,見 たことがある,他 人がし

　　　ているのを見たことがある)

o

o

o

o

o

o

好 奇心 を そそb,お も しろそ うだ(ふ しぎ さ,お も しろ さ,楽 し さ)

友 だ ちとい っし ょに遊 ぶ ことがで き,共 感 で きる(友 達 関係 や 協力面)

む ずか しそ うだ が,や れ ばで きそ うだ(適 当な抵抗 感 があ って 意欲を そ そ る)

これ がで きれ ば 強 くなれそ うだ(夢 や 」想 の実現)

他 人の 力を借 りずに,自 分 で やれ そ う だ(自 立 感)

自分 で つ くり出 した り,工 夫 した りで きそ うだ(創 造の喜 び)

　　　 このような幼児の興味を誘発する要素を含んだ活動を選択することが大切であろう。その

　　 ようにして選択された遊びを通して,幼 児が自分で試したり,工 夫 ・創造 したりするための

　　資料やヒントになる遊び方や,基 礎的態度 ・技能の指導法を考案しながら活動を選択した。

(5)ま とめ一 指導上の留意点
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1)環 境づ くりの面から

① 発達段階に即した遊具を選択する。

②　遊びの導線を配慮 して遊具を配置する。

③　幼児数と遊具 ・用具の数及び空間の広さとをよく考えて準備する。

④ 遊具への興味づけと,正 しい扱い方についての指導をしておく。

⑤ 環境を変えたり,刺激を与えたりして,幼 児自らが遊びを創造できるような機会をっくる。

⑥ 遊具を媒介としての友達関係をよく観察し,必 要に応じて指導 ・助言をする。

⑦ 遊具の安全性を確認する。

2)指 導面から

① 幼児自身がもっている自ら伸びようとする力を育てる。

　　それには

　　・子供自身が自分の行動に自信をもてるようにする。

　　・成功感や喜びをもたせるために,基 礎的 ・基本的なことがらや手順を教えて,子 どもが

　　　自分でやってのけたり,試 したりするための手がかりをつかませる。

　　・子ども自身が課題意識をもち,自 発的に活動できる場面をつくる。

　　・子どもが友達の中で認められ,互 いに思いやりや助け合いができるような人間関係をつ

　　　くる。

　　このように子ども自らが内発的な要求に動かされて,能 動的に活動できるように,ひ とり

　ひとりの子どもの成長発達の過程をよくみつめ,自 ら伸びようとする力を育てるようにつと

　める。

② 遊びのねらいを明確にもつ

　　　指導に当って,教 師がねらいを明確に把握していれば,そ のねらいを達成するためにど

　　のような教材 ・教具を選択し準備すればよいか,そ の指導の方法はどのような手順で行う

　　のが効果的であるか,子 どもの意見や行動にどのような助言をすればよいかが明らかにな

　　る。もし教師のねらいがあいまいであれば,子 どもも意欲を失い遊びも発展せず,そ の活

　　動の効果もあげることはできないであろう。

③ 興味をもてるように,遊 びの様式や遊具 ・用具の工夫をする。

　　　子どもは興味のもてる活動には意欲的で夢中になって取り組む。そして子どもがやる気

　　を出して取り組めば,活 動の成果も上 り効果的にねらいを達成することができる。そこで

　　子どもにとって魅力のある活動にするためにゲーム化や遊びの様式の工夫が必要となる。

④ 子どもの興味 ・関心を誘発し,よ り深い興味 ・関心に気づくように方向づける。

　　　単なる表面的な興味ではなく,ほ んとうの満足感を感じるときは,子 ども自身が課題意
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　識をもって,そ の課題に立ち向って自発的に活動 しているときである。子どもにとっての

　課穎は・子ども自身が発見できるときもあり,教 師や友達の示唆やヒントによって課題に

　気づ く時もある。いずれにしても子どもにとって真の満足感が味わえるような興味づけを

　工夫しなければならない。

⑤ 個々の能力や発達の特性を尊重し,ひ とりひとりに応じた指導にこころがける。

　　その子どもの成長 ・発達に役立つ技術は,そ の子どもに合った方法を工夫して指導する

必要がある。一般的な基準や評価で押 しはかるだけではなく,ひ とりひとりの子どもにと

　っての必要性を見極めて,き めの細かい指導をしたいものである。そのためには日々の観

　察と,そ の記録の検討 ・問題点の把握が大切に思われる。

　以上,調 整力を高める運動遊びの指導について研究の概略を述べたが,ま だ道は遠 く,運 動

遊びによって育てられるものは技術 ・技能よりももっと深 く尊い人間形成への大きな力やその

支えであることを知 った。今回は特に調整力に焦点をあてて研究を進めたが,私 達は幼児の幅

広 く多面的な成長発達をねがっていることは今さら見うまでもない。この研究によって指導の

至難 さや問題点も数多くつかめたことは幸いであった。
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3.個 人の成長を追って　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 紬 谷 のり子

(1)個 人の追跡研究の目的

　　 運動遊びの指導に際しては,他 の活動と同じ様に,幼 児の個人差に応じた指導が必要である

　　ことは言うまでもない。とくに運動遊びでは子 どもたち自身ができる,で きないという結果を

　 現実的にとらえられるので,そ の結果,自 信を高めることのできる子どもがいる反面,自 信を

　　失ってしまう子どももいる。運動の技能は個人の経験の差が大きく影響するので,基 礎的な技

　 能が身についていないために遊びに参加できなかったり,友 だちとの交 りがうまくいかなかっ

　　たりする場合がある。教師はその子どものやりたい方法で試させたり,そ のやり方の要領を教

　　えたりして,そ の子どもにあった方法を工夫して指導することが必要である。そこで次のよう

　　な目的をもって個人追跡をした。

　　 1)数 人の幼児を抽出して,そ の幼児の発達の過程 ・興味 ・欲求を追跡観察し,発 達の変化・

　　　特性を知り,個 人指導のめやすを得る。

　　2)個 人追跡調査の結果について年齢的な発達の特性や興味 ・欲求の特徴を把握し,運 動遊び

　　　の内容や,指 導の適時性をさぐり,全 体的な指導の方向を見定める。

(2)研 究の方法

　　 1)対 象幼児の抽出について

　　　 運動能力面だけではなく,多 面的な発達を とらえて,次 の観点から選ぶ。

　　　① 動作は敏捷か(運 動能力)

　　 ② 情緒は安定しているか

　　　③　言語」はや表現能力が発達しているか

　　　④ 運動遊びを好むか

　　　 以上の観点についてそれぞれ,o　 優れている,　b　 普通,　c　 特に指導を要す るの3段

　　　階によって抽出する。

　　　 抽出幼児の人数は各クラス(6ク ラス)か らα,b,cそ れぞれ男女1名 ずつ計6名,合

　　　計36名と双生児1組 を抽出する。

　　2)研 究の手続について

　　　① 運動遊びへの参加状態やその変容の観察記録(略)

　　　② 友達関係の観察記録とソシオメトリー

　　　　　ソシオメトリーについては登園してきた子どもから全幼児に 「いつも遊んでいるお友だ

　　　　ち誰?」 と質問してその名前を記録し,結 果をソシオグラムであらわして考察する。実施

　　　　日は,53年9月,12月,54年3月,5月,7月 である。

　　　③ 運動能力(調 整力)に ついての調査

一76一



　　　各年齢の追跡幼児(各 組6名)を 対象として,柔 軟性(身 のこなし),協 応性(目 と手

　　の協応,目 と足の協応),リ ズム感及び平衡性について,実 態を調査する。調査日は,53

　　年7月,54年2月 である。(運 動能力測定方法 参照)

　　　運 動 能 力 測 定 方 法

ボールの的あて

1.目 的　　目と手の協応

2.対 象　　 3・4・5歳 児の追跡幼児

3.方 法

〔準備〕

　ボール　 1個(直 径7㎝ 　ビニール製)

　的あて器具　 1台(図15参 照)

　　 ・的あて器具の高さ147㎝ 　幅81㎝

　　 ・的は円の直径33㎝　地上から下絃までの高さ90㎝

　ライン　 1本(的 から2肌 の場所)

〔手続き〕

　①指示の言葉 「ボールを片手で投げて的の中へ入れましょう。いくつはいるでしょう。はい

　　った数を数えてあげましょう」を与えて,教 師は上手投げをして示範する

②ひとりずつラインの前に立たせる

③3回 ボール投げを練習させる

④5回 投げさせる

4.記 録の仕方

①5回 投げ終わったら成功回数の合計を記入する(表8参 照)

　表8　 ボール的あての記録表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト81伽 一一噸{

　　 年齢

　　　組

群　 性別

A

B

C

3　　 歳

6

男 女

5

男 女

4 歳

4

男 女

3

男 女

5 歳

2

男 女

1

男 女
　 　12

14佛

ボールけり(動 くボールをける)

1。 目的　　目と足の協応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2穐

2.対 象　　 3・4・5歳 児の追跡幼児

3.方 法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図15ボ ールの的あて

〔準備〕

　サッカー用ボール　 1個(直 径20㎝)

　巧技台(枠)　 6台(高 さ60㎝に積む),す べり台　 1台

　 ビーム　 2本(注 　ボールがまっすぐ転がり降りるように,ビ ームの幅を調節する)

　判定指標

　　 ・子どものける位置は,滑 走面の終わりの地点0か ら2肌 の位置Aと する。
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　 　 　 　 ・位置Aか ら 図16の よ うに半径2皿 の線 上 にB,D… …Cの マ ー クを つ ける。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコ

　 　 　 　 　角 度 は,∠BACニ90　 ,∠DAE=60　 ,∠FAG=30　 とす る

〔手続 き〕

① ボ ール を け って示範 す る

②Aの 地 点 に立 たせ る

③指示 の 言葉 「転 が って き たボー ルを ま っす ぐすべ り台 の ほ うに 向か って,力 い っぱ い け り返 しま

　 　しょ う」を与 え る

④2回 練 習 させ る

⑤ ひ と り5回 ず つ け り返 させ る

4　 評 価 の基準(表9参 照)

5.記 録 の仕 方

①各 回 ごと に評価 の段 階 を記 入す る(表10参 照)

②5回 の記録 が終 わ った ら,平 均 値(5回 分 の評価 の 平均 値)を 出す

表9　 評価 の基準 　　　 　　　 　 表10　 ボ ール け りの記 録 表

段階

5

4

3

2

1

けり返す範囲

　 む

30以 内で27π 以 上返 る

　 む　　　　　　　　ラ

31～60

　 む　　　　　　　くン

61～90

2糀 以内 しか とばない

不能(か らぶり)

　　 年齢

　　　 組

群黙 性別

A

B

1

2

3

4

5

平均

1

2

3

3　 歳

6

男 女

5

男 女

4　 歳

4

男 女

3

男 女

5　 歳

2　 ・

男 女

1

男 女

OA

図16　 ボ ール け り

,,41F

・匡肩[
鴨 「ヴG 　 　 　 　 ポールを転がしすべり面

　 　 　 　 はしめる位置

.6励
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ケ ンケ ンパ

1.　 目的　　 目 と全 身 の協 応 と リズム感

2,対 象 　 　 3・4・5歳 の追跡 幼 児

3.方 法

〔準 備〕

　 ビニー ル テー プ2本(10㎝ 幅11ηL)

〔手 続 き〕

11徊一
窟
10㎝

図17　 ケ ンケ ンバ

①教師の示範に合わせてケンケンパをさせてリズムを把握させておく(リ ズム 」川4jJ)

②教師が図17の コースをケンケンパをして示範する。ケンケンは2本 の線の内側に片足を,パ は線

　　の外側に両足をつ く

③位置につかせる

④指示の言葉 「この道をケ ンケンパでとんでいきましょう」を与える

⑤ひとりについて2度 行なう

4　 評価の基準(表11参 照)

5　 記録の仕方

①最初1回 目は練習させ,2回 目の成功回数を記録する

②評価の段階を記入する(表12参 照)

表11　評価の基準　　　　　　　　表12　ケンケンパの記録表

段階

5

4

3

2

1

状 態

5回 以上連続してできる

4回 連続 してできる

3回 連続してできる

2回 連続してできる

1回 ま たは0

　　年齢

　　 組

　　性群　　　別

A

B

C

3　 歳

6

男 女

5

男 女

4　　歳

4

男 女

3

男 女

5　 歳

2

男 女

1

男 女

かばのえさやり

1.目 的　　目と手と足の協応

2.対 象　　 3・4・5歳 の追跡幼児

a　 方法

〔準備〕

　ふたつきごみ入れ　 2個(ふ たにかばの顔をかいておく)

　机　 2個

　かご　 2個

　ス トップウオッチ　2個

　紅白布製まり　各20個

　　 ・ごみ入れを向かい合わせになるように置き,両 側に幼児　　　 図18か ばのえさやり

　　　机を置いて,そ の上にまりを入れたかごを置く(図18参 照)

〔手続 き〕

①幼児をごみ入れの前に立たせ,や り方を説明しながら示範
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　　す る。説 明 一　　「おな かを すかせ た かば さ んが いま す。か ごの 中に はい ってい るえ さを1つ ず つ

　　と って,足 で か ば さん の 口を あ けて,え さを や りま し ょう。1つ あ げ た らす ぐ口を と じ,同 じよ

　　うなや り方で繰 返 して え さや りを しま し ょう。 な るべ くた くさんや って くだ さい 」

② 幼 児を2人 ず つ かば の前 に立 たせ,3回 入れ方 を練 習 させ る

③ 指示 の言 葉 「今 した よ うなや り方 で,か ばに え さや りを し まし ょう。 合 図

　　が ある まで,で きるだ けた くさんや りま し ょう」を与 え る

④20秒間投げ入れさせる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表13

4　記録の仕方　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　 かばのえさやりの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録表

①20秒間の成功個数を幼児とともに数え,記 録する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　()Gr組 氏名

②2回 の測定の結果を合計し,平 均値を出す(表13参 照)

とび越 し くぐり

1.目 的 　 　全身 の協 応

2.対 象 　　 3・4・5歳 の追跡 幼児

a　 方法

〔準 備〕

　幼 児用長 い す　 2個

　ス トップ ウオ ッチ 　 2個

　 ゴムテ ープ 　1本

　　 ・テー プの高 さ　 5歳 児35㎝ 　 4歳 児33㎝ 　 3歳 児30㎝(図19参 照)

〔手 続 き〕

① とび越 し くぐりの 方法 を説 明 しな がら,教 師2人 で示範 す る。 説明 一

　　横 に立 ち,"用 意,ド ン!　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,,

回

1

2

平均

個　　数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「2人ずつゴムテープの

　　　　　　　　　　　　　　　の合図でゴムをとび越してくぐりましょう。この動きを3回 して,

　　どの くらい速くできるかはかります。とび越すのは片足ふみ切りでも,両 足ふみ切りでもよい。

　　くぐるときは手でテープをもち上げてはいけません」

②幼児を2人 ずつゴムテープの横に立たせて,1度 練習させ,と び越し方,く ぐり方について助言

　　する

③指示の言葉 「今したように2人 でとび越しくぐり競争をしましょう。どのくらい速くできるかは

　　かってあげましょうね」を与える

④練習にひき続いて2回 行なわせる

⑤動作の完全に終了したときの時間を測定する。ただし,大 きくひっかかったり,あ きらかにまた

　　いだ場合はやりなおす

4.記 録の仕方

①各回ごとに所要時間を記録表(表14)に 記録する

②2回 の測定の結果を合計し・平均値を出す　　 　　　　　　 　　　表14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とび越しくぐりの

ゴ ム テ ー プ

2.5π

幼児用
　長椅子

　　　　記録表
()Gr組 氏名

図19　 とび越 しくぐり
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平 均台 渡 り

1.目 的　 　 平衡 性

2。 対象　 　 3・4・5歳 の 追跡 幼児

a　 方法

〔準 備〕

　平均台 の バ ー　 2本(幅5㎝,高 さ9㎝)を 直 接床 の上 にお く　(図20参 照)

5㎝

9㎝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 350㎝

　　　　　　図20　平均台渡り

〔手続 き〕

①平均台のバーの横に幼児を並ばせ,前 を向いて落ちないようにはしまで渡るよう説明しながら示

　　範する

②幼児をひとりずつバーのはしに立たせる

③1度 練習させ,落 ちないようにバランスをとりながら前を向いて渡るよう助言する

④指示の言葉 「この棒の上を前向きで落ちないように,向 こうのはしまで渡りましょう。急がなく

　 てもいいのですよ。落ちないように気をつけて渡りましょう」を与え,順 番に渡らせる

⑤2度 行なわせて評価する

4　 評価の基準(表15参 照)

5　 記録の仕方

①各回ごとに段階を評価表に記録する(表16参 照)

②2回 の測定の結果を合計 し,平 均値を出す

表15　評価の基準

段階

5

4

3

2

1

状 態

落ちないで安定して渡れる

ぐらぐらするが落ちずに渡れる

1～2回 落 ち るが,渡 れ る

途中で何回か落ちるが,渡 れる

横を向かないと渡れない

表16評 価 表

()Gr組 氏名

試行回

1

2

平均

評　価

　　④ 幼児 ・児童性格診断検査(高 木俊一郎,坂 本竜生共著)

　　　　幼児社会性発達検査(教 研式)

　　　　　53年11月実施。母親に回答を依頼する。

(3}事 例

　 "運 動遊びが契機 となって,多 面的に育ったK君"

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -81一



　 　　 　 　　 　 (3年 保育 年 中組 　 S48年8月 生)

1)K君 の プ ロフ ィール

　 父,母,姉 の4人 家族で,小 学 校5年 生 の姉 がK君 を 自分 の マス コ ッ トの ようにか わいが

り,面 倒を み てい た。 入 園前 の遊 び も まま ごと遊 びや お母 さん ご っこなど,姉 を相 手 と した

遊 びが多 く,戸 外 へ は遊 びに 出 ない状 態で あ った。

1.

2.

3.

4

5.

α

7.

&

9。

10.

顕 示 性 強 い

神　　経　　質

情 緒 不 安 定

自 制 力 な し

依　　存　　的

退　　行　　的

攻撃 ・衝動 的

社 会 性 な し

家 庭 へ不適 応

学校への不適応

1　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　　99

図21K君 の性 格診 断検 査の プ ロ フィール

顕 示 性 な し

神経質ではない

情　緒　安　定

自制 力が ある

自　　立　　的

生　　産　　的

温和 ・」 性的

社 会 性 がある

家 庭 へ 適 応

学 校 へ 適 応

　　図21の性格診断検査の結果をみると,非 常に依存的であり,顕 示性が強く,他 の項に比べ

　て自制力がやや弱い傾向である。家庭への適応はよいが,そ れに比べて集団生活への適応は

やや低くなっている。性格は明るく温和で,の んび りしている。

2)入 園当初の姿

　 情緒不安定で友達の遊びを遠 くから見ているか,ひ とり遊びをすることが多く,友 達に遊

具をとられたり,ぶ たれたりしても全然抵抗せず,さ れるに任せていてそのあと,せ きをき

　ったように大声で泣 き出す。K君 にとって泣 くことは精一ぱいの抗議であり,教 師に応援を

求める合図でもあった。戸外遊びも活発でなく,他 の表現活動にも消極的であり,身 のこな

　しもぎこちな く全般に敏捷性に欠けていた。

3)家 庭との連絡

　　家庭との連絡を十分にとり,K君 の自立性をうながすことに協力してもらった。

①自分の身のまわりのことは自分でさせ,依 頼心をすて自立するように励ます こと。

②隣近所の友だちとよく遊ばせ,遊 びの場を屋内から屋外へうつすように仕向けること。

4)園 での指導とK君 の変容

①戸外遊びへの誘導
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　　 年 中組 当初 か ら 「あ わぶ くた った」 「お しゃれな おお か み さん」 な どの鬼遊 び に参 加 さ

　 せ,友 達 とふれ あ う機会 を つ くる。 また ボ ール や バ ラ ンス ボー ドな どの運動 用 具 を使 って

　 機敏 に動 け るよ うに仕 向 けた。

② プール遊 びで の 自信

　　 年 中組7月 の プ ール遊 びで は,元 気に水 中に も ぐって石 を拾 った り,水 面 に浮 いた り,

　 ビー ト板 で ば た足 前進 が で きた りして,ク ラスの注 目を あびた 。 これがK君 を得 意 が らせ,

　 自信 を もたせ た大 きな要 因の ひとつ にな った。 この頃 か ら家庭 で も自分で進 んで身 の ま わ

　 りの始末 がで きる よ うに な り,近 所 の子 どもた ち と遊 べ るよ うにな った。

③交友 関 係 の ひろが り

　　 行 動 が活 発 にな る とと もに,交 友 関係 も徐 々に広 が った。 ク ラス の友 達 がK君 と遊 び た

　 が り,図22の ソシオ グ ラムに あ らわれ た よ

うに大勢の友達から好意をもたれてきた。 　 　　 ① 盟

④運動能力の発達

　 　 図23の よ うに調 査1回 目で は,は ずか し

　 くも じも じ して いて あま りよい結 果 はで な

　 か ったが,2回 目の 調 査で は積 極 的に 参加

　 し,目 と手,足 の協 応 を ね らった 「か ばの

　 え さや り」 目と足 の協応 を ね ら った 「ボー

　 ル け り」 な どが上昇 して い る。

⑤5歳 児に な って

審1
図22K君 の ソ シオ グ ラム

　 自発 的 に行 動で きる よ うにな り,何 事に も積 極 的に 参加 す る よ うに な った 。特 に 「フッ

トベ ー スボ ール」 や 「ハ ン ドボール 遊 び」 な どでは,チ ームを よ くも りた てて 協力 して遊

べ るよ うにみ ん なを 励 ます な ど,チ ームの推 進力 とな ってい る。 無」 に 自分 の意 見 を押 し

つ け る こ とな く,友 達 の意 見 も受 け入れ な が らみ んなが 楽 し く遊 べ るよ うな ア イデ ァを提

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かばのえさやり

供するので友達にも好感を　　　　　　　　　 '　　　 (目と隈 の協応)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14個

もたれ てい る。3歳 児 の 時,

自己主 張 が で きず,泣 いて

訴 え る こと しかで きなか っ

たK君 の成 長 ぶ りは め ざま

しい もので あ る。
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とびこしくぐり
(敏捷性)

け勘 ・ぱ

ボーノレ1ナり
1目と足の協応)
5点

　 的あて
3回1目 と手の協応)

　 　 　 　 　 　 　 　 o`『 一一7月(1978年)　 　 　
樫 】紬 たり　 ○一 一一2月(1979年)

　 　 　 　 (平衡性)

図23K君 の運動能力の変 化



"遊 び に じ
っ く り取 り組 み,1つ1つ 習 得 して い くE子 ち ゃ ん"

　　 　 　 　 　 　 (2年 保育 　年 中組 　 S49年1月 生)

1)E子 の プ ロフ ィー ル

　　 父,母,兄(小 学校1年 生)の4人 家 族。 ひ と り遊 びが多 い。集 団内で は情緒 不 安 定の傾 向

　 が強 く,自 分 の意 見 を相 手 に示す ことは ほ とん どな く,自 分 の力 を出 すの に時 間のか か る子 ど

　 もで あ る。お とな しいが,反 面勝 気 な一 面 もあ って,、じっ くり物 事 にと り くむ性 格 のよ うであ

　 る。

2)集 団 の 中で のE子 の変 容

　　 入 園当初 は,登 園を い やが り,自 分 の要求 を言葉 に だせ ないで 泣 くこ とが多 く,ま た遊 びを

　傍 観 した り,室 内で ひ と り遊 びを した り して いた が,園 生活 に な じむ よ うに な った5月 には少

　 しずつ 友 だ ちとの交 渉 が もて る ように な り,2学 期 には受 身 では あ るが,友 達 に さそ われ ると

　戸 外 で遊 ぶ よ うに な り,行 動範 囲 が ひろ が って きた。図24の 社 会性 発達検査 の結 果 をみて も わ

　 か るよう に,5月 で は遊 び,仕 事,友 達 関係 な どは低 い段 階で あ った が,11月 に は2～3へ と

　 上昇 し,集 団行 動 や運 動面 で は非常 に高 い位 置 を示 してい る。 図25の よ うに運 動能 力の 向上 も

　 み られ る。他 の幼 児 はあ ま り使 って いな い竹馬 に 自分 か ら取 り組 み,30分 以 上黙 々と取 り組 む

　 姿 もみ られ る よ うに な った 。 また,ま りつ きや縄 とびも最初 は中 々で きなか った のが,自 分 で

　 がん ば って練 習 して で き るよ うに な った。

　　 このように1つ の こと に'じっくり取 り組む とい う性 格が運 動面 にもは っき りと見 られ るよ うに

　 なって,そ の努 力がよい成 果を うみ,E子 の心をは 放 し,す べてに自信を もたせていった。

個
人
的
側
面

社
会
的
側
面

④自　立 性

②運動 ・安全

③遊び ・仕事

④友達 関係

⑤言 葉

⑥集団 行動

⑦生活 習 慣

1 2 3 4 5

発達が遅れている 普通 発達がすすんでいる

「社会性(総合) 合

5月 σ… 一一一一11月 ●一一 一 一

注)母 親 に 回答 して も ら った 後,教 師 が園 で の観察 と比 べ て くい違 っていない か確 認 した

　 　 　 　 　　 　 　 図24　 E子 の 幼児社 会 性発達 検査 プ ロ フィール
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かばのえさや り

(目と手 と足の協応)
　 　　14個

とび こ し くぐり

(敏 捷性)
7.1秒

5点

けん けん ぱ

(リ ズム 感)

　 　 　 　　 　 　 5点
　 　 　 　　 　 平均台わたり

　 　 　 　　 　 (平衡性)

図25E子 の運 動 能 力 の 変化

ボー ノレ`ナり

(目 と足の協応)

的あ て

3回(目 と手の協 応)

ひ 一一一一7月(1978年)

●-2月(1979年)

3)5歳 児になって

　　仲良し友達もでき,非 常に安定するとともに,全 体の話し合いで自分の思ったことをみん

　なの前で話したり,グ ループ相談の場で自分の希望を言ったりするなどの積極性もみられる

　ようになった。4歳 ではひとりで遊んでいることが多かったのが,現 在では集団の中で,チ

　ームのために自分の力を発揮しようとする気持もみられるようになってきた。

"運 動が得意で友だちに認められるK子 ちゃん"

　　一言葉がけができないために友達ができない一

　　　　　　　 (3年 保育 年少組　 S49年6月 生)

1)K子 のプロフィール

　　父,母,兄(小 学校2年 生),祖 母の5人 家族。 兄は本が好きで本の世界にこもり,母 親

　は洋裁をしてその仕事に打ちこむなど,家 族のもの全員がそれぞれ自分の城にとじこもって

　いてK子 との対話は少ないようである。

　　温和な性格であり,社 会性発達検査では自立性,運 動,生 活習慣など上位を示しているが,

　言語とくに意志伝達と表現法が低い結果を示している。

2)園 での様子

　①身のまわりの始末はきちんとできる。

　②言語表現が少ない。
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　 「お早 よ う」 とい う朝 の挨拶 の こ とば も中 々で て こない。 また,教 師 か らの 「K子 ち ゃん,

　 誰 と きたの?」 「お うちで何 してた の」 とい う簡 単 な問 いか け に対 して も言葉 はで て こな

　 い ので あ る。

③ ひ と り遊 びが多 い

　　 室 内で はパ ズル や玉通 しを した り,絵 本室 へ い って絵 本を 見 る こと が多 い。 また,雄

　 の遊 ぶ 様子 を遠 くか らな がめ てい ることが多 く,教 師 の誘 いか けで友達 の遊 びの 中に誘 っ

　 てみ て も,そ の場か ら教師 が い な くな るとひ と り遊 び へ もど るこ とが多 い。

④運 動遊 び が得 意

　　 入 園当初,3歳 児達 が園庭 で 自由 に遊 んで い る状 態 をみ ると,ほ とん ど砂 場 や,教 師 に

　 こいで も らう箱 ぶ らん こに興味 が集中 す るが,K子 は いつ も1人 乗 りのぶ らん こに乗 り,

　 立 って元気 よ く こいで い る。 ぶ らん この動 きや リズムを 心か ら楽 しんで い る ようで,室 内

　 で は見 られ な い明 る い活 気 の あふれ た表 情 が見 られ るので ある。4,5歳 児用 の園庭 で遊

　 ぶ と きもほ とん どの子 ど もは,三 輪車,手 押 車,砂 場,す べ り台 などに興 味を 示す が,K

　 子 は鉄 棒,ク ライム ジ ム,う んて いな どの遊 具 を使 って年 長 児 と同 じよ うな運 動を して楽

　 しんで遊 ぶ 様子 が見 られ る。

　　　　運動能力調査でも表17のように追跡幼児】2名の中でも上位を占めている。

　　　　図26の運動調査結果からみても1回 目から2回 目へと上昇している様子がうかがえる。

表17　運動能力調査54年2月

　　　　　　 3歳 児追跡幼児,男 児6名,女 児6名 それぞれの平均値とK子 の得点(○ 印)

測定項目

対象　性別

追

跡

幼

児

12

名

ボ ール け り(点)

男

4

4

4

2

2

2

女

④

4

3

3

2

2

ケ ンケ ンパ ー(点)

男

5

3

2

1

1

1

女

⑤

5

5

2

1

0

とび越 しくぐり(秒)

男

9.8

9.9

11.6

12.0

13.8

11.2

女

10.35

10.6

11.3

11.65

12.05

12.05

かばの えさや り(箇)

男

2.5

9

9

9

8

7

女

⑫

11

10

9

9

9
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かばのえさや り

(目 と手の協応)
　　 12個

とび越 しくぐり

　 (敏捷性)

けんけんば
(リ ズム感)

　 5点

平均台渡 り
(平衡性)

　 ボ ー ノレけ り

(目 と足 の 協 応)

　 　5点

　　　　 的あて
4回(目 と手の協応)

O-一 一 一　 7月(1978年)

●一 一 一 一2月(1979年)

図26　 K子 の運動能力の変花

3)K子 の変容

①友 達 との交 流

　 　 ひ と り遊 びを した り,傍 観 した り して い るK子 。そ のK子 の存 在 に は同 じク ラスの子 ど

　 　もた ちは誰 も気 づ いて いない 様子 で あ っ た。しか しK子 には 「いつもいっ しょに遊 びたい」

　 　とい う友 達 が い た。 そ れ は,ソ シオ グ ラム図27,53年9月,53年12月 にあ らわ れて い るよ

　 　うに組 の多 くの友 達 か ら親 しまれ て い るA子 で あ るが,あ くまで 一方 的な思 いであ った。

　 　しか し,2学 期か ら3学 期頃 に な るとK子 の得 意 な運 動遊 びがみ ん なの注 目を あつ める よ

　 　うにな った。特 に運 動好 きで活 発 なB子 が鉄 棒で 「前 まわ り」を す るK子 をみ て仲 間に 加

　 わ り,K子 は運動 遊 びの 中で 遊 び仲間 を得 る こ とがで きた。 ソ シオ グ ラム図27,54年3月

　 で はK子 か らB子 へ の働 きか け が見 られ た。 表18の 事 例で わか るよ うにB子 がK子 に鉄 棒

　 での 中ぬ き,う んて いで の1本 ぬ き渡 りの 方法 を教 えて も ら って い る様 子 か ら,2人 の交

　 流 がみ られ るので あ る。

　 　 ソ シオ グ ラム図27,54年5月 で はG子 とお互 いに親 しんで交 る様子 が うか が える。 また,

　 54年7月 には更 にE子 か らも親 しまれ る よ うにな り,友 達 の なか ったK子 も今 で はす っか

　 り気持 の あ った友達 がで き,楽 し く安 定 し た表情 が み られ るよ うにな った 。
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図27K子 の ソ シオ グ ラム の 変 容
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表18　 K子 の遊びの具体事例

1.鉄 棒で遊ぶ 2月26日(月)10時40分 ～11時10分

・全員 で5歳 児園庭 へい く。砂 場 ・す べ り台 ・三輪 車 ・押

し車 ・ぶ らん こな どの遊 び に分 かれ る。K子 は低鉄 棒 へ

い く。

T「K子 ち ゃん,鉄 棒で き るの?」

⑭ 「デキル ヨ」 と大 き な声で い う。鉄棒 を両

　手 で もち,と び上 が って腹 で支 え て,前 回

　転 を す る。

T「 うわ 一,K子 ち ゃんす ご いね」

・砂 場 にい たNち ゃんが近寄 って くる
。

N「 ワタ シモ,デ キ ル ヨ」Nも 前 回転 を す る。

N「 ホ ラネ」
曲

・教師に認められたK子 は,得 意に

なって鉄棒遊びをする

・運 動好 きで活 発 なNが
,鉄 棒遊 び

を 楽 しんで い るK子 を見 て,仲 間

に加 わ り,K子 は遊 び仲 間 を得 る

　ことがで きた。

・簡単 で は あるが,K子 か らの話 し

か けの 言葉 も見 られ るよ うに な る

・K子 はNが 認 めて くれて うれ し く

な り,一 生 懸 命Nに 遊 びの 仕方 を

教え る

・K子 の 通 りにで きないNは ,K子

の 巧 み さに感 心 して後,2人 の交

流 が続 け られ た

2.う んて いで 遊 ぶ 3月9日(金)11時15分 ～11時40分

行　　動　　の　　記　　録

・K子 はNと うんていで 遊 ぶ 。1本 抜 か し(棒 を1本 ずつ

抜か して前 進す る遊 び)を は じめ るが,Nは 途 中 で力 が

つ きて落 ち る。

N「K子 チ ャ)争、デキル カ?」

⑭ 「ウン1デ キル ヨ」 と返事 を して

　 うん て いの端 か ら端 まで,1本 抜

　 か しを や り通す。

N「 マタ,シ ヨウ」　 K子 がで きる

　 のでNは が ん ば って す るが,

Y子 ・A子 「ワ タシモ,

⑭ 「コ ンナノモ 　デ キル?」 とい っ

　て,う んて いの 上を は う 。

→
→

　 　 　 なかな かで きな い。

イ レテ」 と寄 って くる。

備 考

・鉄 棒 です っか り仲 よ しに な ったN

と遊 ぶ

・K子 は持 久 力が強 いの か
,1本 抜

か しを しな が ら端 か ら端 まで い く

　ことがで き る

・他の3歳 児は途中で落ちてしまう

・K子 は新しい遊びを言葉で紹介す

　る

一89一



・まわ りにい た男 児 ,K君,0君 も

　寄 って きて,仲 間 には い る。 うん

　 て いの片方 か らは って きたK君 と出会 う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

⑭ 「ソ コ　 ドケ テ　 Kク ン」　 K君 は その ま ま逆 もど りを

す る。K子 は その ま ま端 まで は ってい く。

・おとなしいK子 も運動遊びでは男

の子にもゆずらない元気な活発な

ところがみられる

　 　② ことば の発達

　 　　 　 言語で の表現 がみ られ なか ったK子 も運動遊 び を楽 しみ,そ の場で 友 だ ち とい っし ょに

　 　　 交流 す る こと に よ って会 話 が芽生 えて きた 。表18の 事例 にあ るよ うに鉄棒 の 中 ぬ きの仕方

　 　　 を 「コ ウスル ネ ン」 と説 明 した り,　 「コ ンナ ノモ デキ ル ヨ」 と うんて いの遊 びを紹 介 した

　 　　 りしてい る。 「お早 よ う」 の挨拶 もす る よ うに な った 。 また,「 ワタ シノオ ニイ チ ャ ン,

　 　　 3ネ ン5ク ミヤデ」　 「オニ イ チ ャンモ　 サ カア ガ リデ キル ヨ」　 「オ カ アサ ン　 シ ン ドイノ。

　 　　 オバ ア チ ャンニ オ ク ッテキ テモ ラ ッタ」 な ど家で の様 子 も進 んで 話す よ うに な ってきた 。

　 　　 　 描 い た絵 に つ いて も3歳 で は ほ とん ど話 を しなか ったK子 は4歳 にな って 「ユウエ ンチ

　 　　 ノ　 ゼ ッ トコース ター 」　「オカ アサ ン　 ナ ワ トビシ テル」 「ブ ドウノ スキ ナ　オ トウサ ン」

　 　　 「ウマ　 オ サ ンポ シテル ノ　 オキ ャクサ ンノ トコロマデ イ クノ　 ノセテア ゲル ノ ヨ」 など

　 　　 とか い た絵 に つ い てあ る程 度説 明を加 え て話 をす る よ うにな った 。

　 　　 　 また,異 年 齢混 合 保育 で は年 長 児 に は勿論 話 しか け る ことの で きな か ったK子 が6月 に

　 　　 は,玉 通 しの 玉を集 めて 「宝石屋 」 ご っこを 始 め た。年 長 児 に対 して 「ドレニ　 シマ ショ

　 　　 ウカ?」 　 「オカ ネ　 モ ッテキ テ クダサ イ」　 「マル イ ノ　 コ ッチニア リマ ス ヨ」 と さそい か

　 　　 けの言葉 や さい そ く,指 示 の ことば がで る位 に成長 して きた 。

(4)追 跡研 究結 果か らの ま とめ

　 　 以上,三 つ の事 例 か らで もわか るよ うに 「ひ と りぼ っち」　 「消極 的 であ った」　 「言葉が で て

　 こなか った 」　 「依 存的,依 頼心 が強 い」　 「社 会 性発 達 が未熟 」　 「情緒不 安定 」 な ど,の び のび

　 と集 団生活 に参加 で きな か った子 どもた ちが 運動遊 びが契 機 にな って他 か ら認 め られ,自 信 を

もち,意 欲的になり,心 がは放され名醗 な行動をとるようになり,雄 との交流の輪力・ひろ

　 がり,他 活動にも積極的に参加するようになった。そうして社会性や知的なのびがみられるよ

　 うになり,子 どもの生活を豊かにしていった。

　　 このようなことから表19に示すように運動遊びを通して円満な人間形成,全 人的成長,発 達

　 を促がすことがで きたことは幸いであった。この追跡研究によって,発 達のしかたも興味もひ

　 とりひとりの子どもがそれぞれ特徴をもつので,そ の特性をよ く見極めて指導する必要がある

　 ことを確認することができ,ま た,ひ とりの子どもを追跡することによって得た情報を全体的

　 な指導に役立てて基礎的技能,態 度の育成についての指導の資料を得ることができた。
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表19　追跡研究結果

運動遊びが契機になって

他から認められる 自信をもつ 心がは放され活発になる一一一一 二 「『 一

　　　友だちとの交流がひろがる

他活動にも積極的に参加し,活 発になる

　　社会性,知 的なのびがみられる

　　　　　 円満な人間形成・
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